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午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。長崎新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．発議第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、発議第１号ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、恒久平

和を求める決議についてを議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。１２番、鵜瀬議員。 

〔提出議員（鵜瀬 和博君） 登壇〕 

○提出議員（１２番 鵜瀬 和博君）  発議第１号、令和４年３月９日、壱岐市議会議長豊坂敏文

様。提出者、壱岐市議会議員鵜瀬和博、賛成者、壱岐市議会議員森俊介、同じく中原正博。 

 ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、恒久平和を求める決議について。 

 本市には、ウクライナ出身で市内中学校の外国語指導助手小野ヤーナさんがお住まいになって

おります。今回のロシア軍の自国ウクライナ侵攻により、毎日、親族、友人等の安否を心配され

ております。 

 今回のロシア軍侵攻は、緊張が高まるアジアの状況も鑑みれば、決して他人事ではないと思い

ます。よって、上記議案について、壱岐市議会会議規則第１４条の規定により提出をします。 

 ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、恒久平和を求める決議。 
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 ロシア軍は２月２４日、国際社会の度重なる警告を無視し、ウクライナへの全面的な侵攻を開

始した。さらにその後、民間人を含め多数の犠牲者を出し続けている。これは明らかに国連憲章

に違反し、世界の安全保障と国際秩序を脅かす侵略であり、断じて容認できない暴挙である。よ

って、本議会は、ロシア軍によるウクライナへの攻撃と主権侵害に強く抗議するとともに、ロシ

ア政府に対し、武力行使の即時停止とウクライナ領土から直ちに全ての軍隊を完全に撤退させる

こと及び誠実に国際法を遵守し、平和的に対応することを強く求める。 

 また、政府においては、唯一の戦争被爆国として核兵器による惨禍を再び繰り返すことがない

よう、積極的に国際社会と連携しつつ、毅然たる態度でロシア政府に対し、厳格かつ適正な措置

を講じられるよう強く要望する。 

 以上、決議する。令和４年３月９日、長崎県壱岐市議会。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

〔提出議員（鵜瀬 和博君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  お諮りします。本案については、会議規則第３７条第２項の規定により、

委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、本案については、委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから発議第１号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、１５番、土谷勇二議員の登壇をお願いします。 

〔土谷 勇二議員 一般質問席 登壇〕 
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○議員（１５番 土谷 勇二君）  皆さん、おはようございます。３月議会一般質問初日１番目と

いうことで、よろしくお願いをいたします。 

 先ほど可決しましたロシア軍のウクライナ攻撃の件ですが、民間人を含め多くの犠牲者を出し

ていると毎日のニュースで報道があっております。また、核兵器の準備や原子力発電所にも攻撃

の対象と核兵器と同じ能力があると思われます。日本も多くの原子力発電所があり、攻められる

と考えますれば、やはりぞっとする思いであります。また、まだ収束のつかない新型コロナウイ

ルス感染症など、世の中はいまだ混沌とした状況が続いております。 

 長崎県におきましても、２月に知事選挙が行われ、長崎県のため、また離島のために御尽力を

頂きました中村法道知事が退任されました。本当にお疲れさまでした。また、新しく就任されま

した大石新知事におかれましては、若さを生かされまして、長崎県の課題である人口減少対策、

離島振興のために新しい感覚で頑張っていただきたいと思っております。特に大石知事は五島出

身で離島のことはよく分かっておられると思いますので、大変期待をしているところです。 

 それでは、通告に従いまして、１５番、土谷勇二が一般質問をさせていただきます。質問は大

きく３点でございます。 

 最初１点目に、離島振興法改正延長についてをお尋ねをいたします。 

 昭和２８年制定された離島振興法は、国土の保全等において重要な役割を有しているものの、

産業基盤及び生活環境の整備等が、ほかの地域に比較して低位にある離島について、その地理的

及び自然特性を生かした振興を図るための特別措置を講ずることを目的とした法律でつくられて

おります。令和５年３月で期限を迎える離島振興法、長崎県も昨年の８月から意見書策定スケジ

ュールなどを国に提出されていると思っております。 

 今年、令和４年２月１０日、離島振興法改正・延長実現決起大会が加藤政務官をお迎えして開

催されております。主催は４団体、離島振興対策都道府県議会議長会、離島対策協議会、全国離

島振興市町村議会、全国離島振興協議会の４団体であります。過疎化、高齢化に加え、割高な流

通生活コスト、航路・航空路の廃止・減便、医療従事者などの不足も相まって離島の定住環境は

著しく悪化しております。これの議決内容というのが、令和５年３月で失効する現行離島振興法

を拡充強化し、離島へ定住促進や国の責務を明確にした上で、有効期限を最低１０か年とする改

正離島振興法を目指し、開催中の第２０８回通常国会において必ず成功させるということでした。 

 ２番目に、改正法は、維持可能な離島地域の実現に向け、離島定住に即応し得る次の項目の内

容を包含するとのことです。 

 １番目に、離島独自予算確保と国庫補助率のさらなるかさ上げ、２番目に、離島活性化交付金

の拡充と増額、３番目に、離島自治体の行政基盤の強化、４番目に、離島振興に資する各種制度

の基準の緩和、５番目に、離島航路・航空路に対する財政支援の強化、６番目、離島医療・介護
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福祉・保健サービス確保体制の強化、７番目、離島教育の確保と修学生支援の強化、８番目に、

離島高速情報通信環境整備の促進などでございます。 

 多くの国会議員が出席されており、公明党の山口代表も２０２２年末に期限を迎える離島振興法

を改正し延長・拡充すべき、公明党として同改正を柱とした新たな離島振興ビジョン２０２２を

策定したと報告があっております。具体的に遠隔医療など離島におけるデジタル化、再生可能エ

ネルギーの活用を進めたいと話したとニュースで取り上げてありました。 

 また、平成２９年４月から有人国境離島法が施行され、５年が経過しております。航路・航空

路の運賃低廉化、輸送コストの支援、滞在観光の促進、雇用機会の拡充と各種施策が実施されて

おります。これもフェリー運賃、ジェットフォイル運賃、航空機運賃など、５年もたちますと今

の運賃が当たり前のようになってきております。しかしながら、国境離島法も１０年の期限つき

の時限立法であるということを忘れてはならないと思っております。さらなる延長をお願いをし

なければならないと思っております。この支援制度を活用しながら、地域皆さんと協働して人口

減少歯止めをかけるべく取り組まなければならないと考えております。 

 そこで、３点お尋ねをいたします。 

 離島振興法の改正・延長要望の進捗状況は。 

 ２番目に、離島振興法による今までの成果は。特に平成２５年度施行された離島活性化交付金

の成果とこれからの取組について。 

 ３番目に、平成２９年施行の有人国境離島法による壱岐市の成果と今後の取組についてお尋ね

します。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。 

 白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  １５番、土谷勇二議員の御質問にお答えいたします。 

 離島振興法改正・延長についての御質問でございます。１点目の離島振興法改正・延長の進捗

状況について、私のほうから御答弁申し上げます。 

 離島振興法は、昭和２８年に議員立法により１０年間の時限立法として制定され、以降１０年

ごとに改正・延長がなされてまいりました。現在は、平戸市になっておりますけれども、当時、

北松浦郡田平村出身の綱島正興衆議院議員の御努力で成立した法律でございます。全国離島セン

ターには綱島先生の胸像が飾ってあるわけでございますけれども、現行の離島振興法は平成

２５年４月に改正・延長されたもので、令和５年３月末で期限を迎えることとなっております。

前回は私も全国離島振興協議会長として要望活動の中心となったところでありますけれども、離

島地域におきましては、この法律により離島活性化交付金の活用のほか、国庫補助金等の補助率
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の優遇措置や税制上の特例措置など様々な特例優遇措置を受けている状況にあるため、議員おっ

しゃられるように、本市はもとより全国離島にとって、なくてはならないものとなっております。 

 離島振興法改正・延長の要望につきましては、県内関係市町の意見、要望を取りまとめた新た

な離島振興法に関する意見書を令和３年９月に策定し、令和３年１２月１０日に長崎県知事をは

じめ長崎県離島振興協議会長等による国への要望活動が行われております。 

 要望の内容といたしましては、離島地域において、社会の変化に対応した活力ある地域社会を

実現するためには、新技術の活用による離島の特性を生かした新たな日常の実現と離島がその受

皿となるための情報通信基盤の整備、地域づくりの担い手不足の解消に向けた関係人口の創出、

地域の問題解決と持続可能な地域社会実現のためのスマートアイランドの推進、離島地区の豊富

な資源を利用した再生可能エネルギーの活用、生活環境整備や航路・航空路の維持確保、物資の

流通等に要する費用の低廉化といった持続可能な地域社会の維持や条件不利性を克服する取組な

ど、次の時代に合った政策を講じていただくよう、新たな離島振興法の制定を要望するというも

のであります。 

 その後、先ほどお話がありましたが、令和４年２月１０日には、全国離島振興協議会をはじめ

離島関係４団体主催による離島振興法改正・延長実現総決起大会が、時節柄ウェブ開催をされま

した。私もリモートで出席いたしましたが、この決起大会においては、離島振興法の改正・延長

に関する決議が採択されるなど、今国会での成立を目指し、本法改正実現に向けた動きは、今後

さらに活性化していくものと考えておるところであります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  おはようございます。土谷議員の２番目の御質問、離島活性化

交付金の成果とこれからの取組について、御答弁をさせていただきます。 

 離島活性化交付金は、離島における地域活性化を推進し、定住の促進を図るために創設された

交付金で、本市では、平成２５年度から毎年活用し事業に取り組んでおります。 

 対象となる事業は、海上輸送費の低減や戦略産業の育成による雇用拡大等を図る定住促進事業、

観光の推進等による交流拡大を図る交流促進事業、地域防災力の向上等による安全安心な定住条

件の整備強化を図る安全安心向上事業の大きく３つを支援する制度となっております。 

 補助率は、地方公共団体が行う場合は、事業費の２分の１、民間団体が行う場合は、事業費の

３分の１が交付されることとなっております。令和２年度までの８年間で事業費ベースで１６億

５,２６９万８,０００円、交付金ベースで７億８,３０４万２,０００円の活用実績があり、令和

３年度につきましても、総事業費１億２,０６１万１,０００円、交付金額６,６２１万
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８,０００円の計画で８つの事業に取り組んでいるところでございます。 

 現在までの事業内容を申し上げますと、定住促進事業の中の離島輸送コスト支援事業では、壱

岐島への定住促進を図るため、戦略産品と位置づけた産業への海上輸送経費支援により、産業の

育成、雇用拡大などの定住促進に取り組んでいるところでございます。 

 支援内容といたしましては、焼酎、衣類、寝具、魚介、加工品ほか２品目の島外への移出に係

る経費及び容器、織物などの繊維類、加工用原料ほか２品目の島内への移入に係る経費について

となっております。 

 令和２年度の支援実績は、移出支援２,２２９万７,０００円、移入支援１,６９６万

９,０００円、合計３,９２６万６,０００円となっており、輸送コストの低減によりまして、従

業員の給与所得の向上や生産力向上のための設備投資、新たな商品の開発や販売促進経費など戦

略産業の活性化と雇用の面に大きく寄与しているものと認識をしております。 

 次に、交流促進事業では、観光振興交流人口拡大のため、ラジオ、テレビ等を活用した主要特

産品のＰＲや新型コロナウイルス感染症の影響により変化した旅行ニーズに対応した新しい観光

の確立のため、近県地域との連携を基軸とした安全安心なしま旅のＰＲ及び誘客の仕掛けづくり、

離島留学費用の助成・ＰＲを実施しております。観光客延べ数、観光客数、外国人宿泊客数、観

光消費額につきましても、平成２５年度より本交付金を活用したことで一定の成果が出ておりま

したが、令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の拡大により人の往来が停止し、観光産業

は大きな影響を受け厳しい状況下にありますので、今後も引き続き、本交付金を活用し、早期の

観光需要回復と安定化を図るための事業を進めてまいります。 

 最後に、安全安心向上事業では、防災対策の推進に関する事業として、防災マニュアルの作成

や大谷体育館耐震工事、壱岐島開発総合センター非常用発電機整備工事など防災拠点施設の整備

を実施しており、今後も本交付金を有効に活用し、災害に強い地域づくりとして各防災拠点の整

備を進め、防災体制の強化及び自主防災の体制の確立を推進してまいります。 

 次に、土谷議員の３番目の御質問、有人国境離島法による壱岐市の成果と今後の取組について

お答えをさせていただきます。 

 平成２９年度に創設されました特定有人国境離島地域社会維持交付金では、航路・航空路にお

ける島民の運賃低廉化、輸送コスト支援、滞在型観光の推進、雇用の拡充の４つの柱についての

支援が盛り込まれ、離島の地域社会を維持するために、継続的な居住が可能となる環境を整備す

る上で、本市においてもなくてはならない制度となっております。 

 まず、運賃低廉化事業につきましては、航路・航空路運賃がＪＲ並みの割引が適用され、国境

離島島民割引カード交付数は２万４,０００枚を超えており、平成２９年４月の法施行後から令

和４年１月まで４年１０か月で、国境離島割引の利用者は延べ人数で１１０万人を超えておりま
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す。 

 次に、輸送コスト支援につきましては、平成２９年度から令和２年度までの移入・移出に対す

る補助実績額は、農産物が２億２,４７０万５,０００円、水産物が２億１,６３０万８,０００円

となっており、本輸送コスト支援により生産コストの縮減が図られることで、農家・漁業者の生

産意欲は継続的に向上し、産出額の維持及び所得確保につながっております。 

 次に、雇用機会拡充事業の成果につきましては、本事業開始の平成２９年度から令和３年度ま

で事業実施者件数として８９件であり、創業が９件、事業拡大８０件の内訳となっております。 

 補助金の交付額としましては、平成２９年度から令和２年度までの実績額として、８億

４３６万２,０００円であり、そのうち市負担分としては１億４,５８７万３,０００円でござい

ます。 

 また、雇用状況につきましては、平成２９年度から令和３年度までの雇用計画人数２８０人に

対し、現在２１９人の雇用が確保されており、人口減少対策等に対し大きく寄与しているものと

認識をしております。 

 年々申請事業者も増えており、ニーズの高さを非常に感じているところでございます。今後の

取組については、令和４年度においても、令和３年度同様の予算を計上しており、また、本事業

の幅広い活用を図るため、島外への発信と島内の様々な産業に対して、関係機関や部署と連携し、

制度周知を行っており、採択後の事業者については、事業が効果的に実行できるよう、助言、指

導、モニタリングを行っているところでございます。 

 次に、滞在型観光促進事業の成果につきましては、同じく平成２９年度から令和２年度までに、

本事業の核となる体験プログラムの２３もの構築ができ、また県及び県内離島市町連携による誘

客促進施策であります長崎県国境離島地域しま旅滞在促進事業において、本市への送客実績が

５万６,４８４人であり、本市の観光振興に大きく寄与しております。 

 今後の取組としましては、長崎県国境離島地域しま旅滞在促進事業の継続に加え、新たな取組

として、市内の観光事業者連携による体験プログラムの構築及び情報発信に対する支援施策とし

て、滞在型観光旅行商品造成事業、また、日本遺産ガイド育成事業を実施することとしており、

引き続き観光振興に向け、本事業を最大限活用し取り組んでまいります。 

 今後の取組についてでありますが、国の基本方針に基づき、令和４年度から令和８年度を期間

とする長崎県特定有人国境離島地域の社会維持に関する計画の後期計画の策定を進めており、平

成２９年度から令和３年までの前期計画期間において、問題の解決などに至らなかった部分や、

近年では新型コロナウイルス感染症の拡大により特定有人国境離島地域と地域外との往来の減少、

インバウンド観光客の減少など、これまでになかった新たな課題への対応を迫られるなど、特定

有人国境離島地域を取り巻く社会環境は刻一刻と変化していることから、引き続き本交付金を有
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効活用し、各種施策の推進に全力で取り組んでまいります。 

 また、令和３年１２月９日には、壱岐市国境離島新法制定民間会議が開催され、５年後に期限

を迎える本特別措置法の恒久化や期限の延長に向けた要請活動の取組強化など、今後の活動につ

いての確認が行われました。 

 この法律は、人口減少対策に取り組む本市をはじめ、全国の国境離島地域において、非常に大

切で重要な法律でありますので、今後時期を失することなく、法律の改正・延長及び制度の拡充

を関係機関と連携し、国に求めてまいります。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  ありがとうございました。詳しい御答弁ありがとうございまし

た。市長もありがとうございます。ぜひとも延長は離島の命でございますので、またやっていた

だきたいと思っております。いろいろな活用でございます。こういう離島活性化交付金も定住促

進などでどこの離島も思うように人口が増えていないのが現状だと思っておりますが、これがな

かったら特に離島はやっていけないと考えております。できましたら、継続できる事業は継続し

ていただき、これから新しい時代に合ったデジタル化、再生可能エネルギー、特に洋上風力発電

等の実現に向けて、併せて海底ケーブル等も考えていただければと思っております。 

 また、令和３年１０月に発表された、令和３年度特定有人国境離島地域社会維持推進交付金の

内訳決定というのがホームページで出ておりました。８都道県１５地域７１島ですかね、総額が

４９億５,０００万円、運賃低廉化が１５億７,０００万円、輸送コスト支援が１３億８,０００万

円、雇用拡充が１３億７,０００万円と滞在型が６億円となっておりました。長崎県全体で

５７.９％、半分以上が長崎県が使っております。そして、長崎県は壱岐、対馬、五島市ですね。

その次に新潟県が５２.２％、佐渡市１島でございます。その次が鹿児島市１３.３％、これは

５つの島で、あとの残りが５つの都道県となっております。 

 また、運賃と輸送コスト、離島で一番多いのが、交付されているのが、五島市２９.７％、約

１４億７,１１３万９,０００円となっておりました。次が対馬市の１８.４％、９億１,０６９万

９,０００円、次に佐渡市が７億５,２７１万６,０００円、その次が壱岐市で９.８％、４億

８,３５３万７,０００円となっておりました。運賃や輸送コストは五島、対馬、佐渡は遠いので

運賃は高いのは当たり前、補助金も高いのは当たり前と思いますが。雇用拡充では、佐渡が４億

６４５万４,０００円で一番ですね、次に五島市が４億５８１万３,０００円、壱岐市が１億

８,１５７万６,０００円となっておりました。人口も少ない、雇用のあれでも五島市、佐渡市の

半分でございます。 



- 84 - 

 次に、滞在型観光でも五島市が２億２,０４９万１,０００円ですかね、壱岐市が１億２４９万

３,０００円、これも五島市の半分ですね。五島市は、やはり谷川先生のお膝元でありますので、

発破をかけられてどんどん使うように攻められていると思っております。 

 こういうコロナ禍ではございますが、やはり壱岐市になくてはならない離島振興法と国境離島

法でございますので、引き続き延長を求めて、さらなる拡大とか拡充をしていただきまして、壱

岐市が潤うようにやっていただきたいと思います。再質はしませんので、よろしくお願いいたし

ます。次の質問に移ります。 

 次に、高齢者の交通手段についてお尋ねをいたします。 

 高齢者交通弱者である免許のない方々、買物や通院時の交通手段の現状は、今のところバスか

タクシーであり、一部の地域ではコミュニティバスが通っておりますが、地域的にバス停まで遠

く充足されていないエリアがあります。また、高齢者の免許証の自主返納を求める動きも大きく

なっています。今後、団塊の世代の方々が免許証の返納をされる５年から１０年後を考えますと、

交通弱者の増大は明らかで、本市にとっても今後重要な課題の一つであると考えます。返納者が

増えれば、バスを利用する人はよいのですが、タクシーの利用では負担が大きい。高齢者交通弱

者が利用しやすいようにしなければならないと考えますが、今後の取組をお尋ねをいたします。 

 １番目に、コミュニティバスをどの地域まで実施するのか。 

 ２番目に、バス路線はほとんどが県道、主要道路であり、バス停まで遠く利用しにくい、手押

し車でバス停まで行ってある方もおられます。改善はできないかとお尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  理事者の答弁ございますか。総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  １５番、土谷議員の質問にお答えをいたします。 

 １番目のコミュニティバスをどの地域まで実施するのかという御質問でございますけども、基

本としているところは、平成３１年３月に策定をいたしました壱岐市地域公共交通再編実施計画

でございます。 

 当該計画においては、初山地区及び箱崎地区を重点地域と設定し、現在、予約制のコミュニテ

ィバスの導入を進めているとこでございまして、御承知のとおり初山地区につきましては、昨年

１１月に市内初となるコミュニティバスオレンジバス号の運行を初山地区まちづくり協議会の管

理運営の下開始をしております。箱崎地区は、令和４年度中の運行開始に向け、現在、箱崎まち

づくり協議会において運行準備の取組を進められているとこでございます。 

 初山地区のオレンジバス号の運行実績、利用者の延べ数でございますが、令和３年１１月の利

用者は、１１月１９日からの運行開始でございますけれども、７２人、うち７５歳以上の高齢者

が３９人、１２月が利用者９３人、うち高齢者７０人、令和４年１月が利用者９２人、うち高齢
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者７３人、２月が利用者１２７人、うち高齢者１１８人となっております。 

 当初計画では、令和３年度の実績見込みを５か月間で３００人と見ておりましたけれども、目

標値は既に達成をしているとこでございます。また、地域及び利用者からの声も好評でございま

す。 

 モデル地区での実証からも、コミュニティバスの導入は、本市において効果的な取組と考えて

おりますが、導入に当たっては、どの地域でも導入できるというものではなく、公共交通の空白

地域を有し、利便性が悪い地域であること、そして既存の地域公共交通である路線バスやタク

シー等と共存した形であることが前提となります。そのため今後ほかの地域からコミュニティ交

通の導入について要望がございましたら、その地域との協議を行うことと併せまして、壱岐市地

域公共交通活性化推進協議会において検討を重ね、導入地域として認定されれば、路線バス事業

者やタクシー事業者等にお諮りをし、御同意を得た上で運輸局等への申請をするという運びにな

ります。その際には、現在運行されております初山地区の取組につきましては、成功したモデル

事例として参考にさせていただくことになると考えております。 

 次に、２番目の質問、自宅から路線バスの停留所までの距離が遠いことに対する解決策につい

てでございますが、壱岐交通株式会社が運行されております路線バスは、議員御指摘のとおり、

そのほとんどが国道や県道、市道においても地域の主要な幹線道路がコースとなっております。

また、バス路線よりもきめ細やかな移動手段といたしましては、既存の公共交通機関であるタク

シーの利用になろうかと思っております。 

 そうした中で交通弱者の移動手段の確保につきましては、壱岐市に限らず日本全国どこの地域

においても大きな課題となっており、近年、高齢者の交通事故は全国的な社会問題となっており、

運転免許証の返納が加速化することも考えられ、高齢者の移動手段確保については、今後より一

層深刻になると予想されます。 

 議員御指摘の運転免許証返納者の壱岐市内の状況でございますが、平成２８年が５２件、平成

２９年が１０６件、平成３０年が８５件、令和元年が９４件、令和２年が９３件と議員の推測の

とおりでございます。 

 その解決策といたしましては、先ほどの御質問で御答弁いたしましたが、コミュニティバスの

導入も地域によっては有効な方法と考えております。コミュニティバスの場合、全てではござい

ませんが、幹線以外の公道に面した居宅の門口での乗車も可能でございますので、運行管理にお

けるサービス向上の取組として十分に対応できる範囲であると思っております。 

 また、移動販売などの買物支援等も、移動手段が限られている高齢者の方に対しましては非常

に重宝されているところでございまして、既に壱岐市内でも一部の民間のスーパーなどで実施を

されております。加えて買物支援対策として、まちづくり協議会と民間事業者が連携して取り組
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まれている地域もございます。 

 御紹介をさせていただきますと、三島まちづくり協議会では、令和元年１２月から一人暮らし

の方に限らず、車をお持ちでない方を対象に、利用者が電話注文した商品を店側がフェリーみし

まに商品を乗せ、各港に到着後、その商品を集落支援員が自宅まで届けるというサービスを実施

をしております。実施頻度といたしましては、各島週１回実施をされておるということでござい

ます。 

 次に、筒城まちづくり協議会では、令和２年１月から独居高齢者、免許返納者、そして車をお

持ちでない方、障がい者、要介護者のいらっしゃる世帯などを対象に毎週月曜日、移動販売事業

者と集落支援員が連携して巡回販売が実施をされておるということでございます。そのほか他地

区においても、準備段階のところもあるということでございまして、非常にすばらしい活動であ

ると思っております。 

 今後も交通弱者の方の移動支援対策につきましては、より具体的・効果的な取組を交通計画の

見直しなども含め、市、地域、民間の連携も図りながら十分検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  御答弁ありがとうございます。詳しく説明をしていただきまし

て、やはり今後の取組が、どうしても免許返納者が多くなれば、今は７０代で５９.３％の人が

自家用車でほとんどの病院、買物は行っておりますが、７０代で５９.３％、８０代で２３.４％、

この人たちが５年、１０年後にはまた大分減っていくと思うとですね。そして、団塊の世代の人

たちが送り迎えをしていた人たちがだんだんといなくなり、少しでもやっぱり今からは交通の課

題と思いますので、コミュニティバスが初山地区は走っております。評判もいいので、どんどん

今から免許返納と一緒に増えていくと思います。他地区も私がこれを聞いたのは、渡良とか沼津

とか猿岩とか、あの付近の方々はバス停までが１キロぐらいあるとやないですかね。それでよか

なあちゅうことで、ほかのとこも、もし走られれば癩癩。交通さんと一緒にコミュニティバスみ

たいな週１回でもいいけん、その辺を走らせるような体系も必要じゃないかなと。民間と一緒に

公共交通を考えていったらと思いまして質問をさせていただきました。あと９分ぐらいしかあり

ませんので、次に移りたいと思います。ありがとうございました。 

 ３番目の質問に入ります。安全な交通路の確保についてお尋ねをします。 

 千葉県八街市で下校途中の小学生の列に飲酒運転のトラックが突っ込み、児童５人が死傷する

という大変痛ましい事故が起きたと新聞でありました。この事故を受けて、菅総理は、交通安全
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対策に関する閣僚会議を開催し、文部科学省、国土交通省とともに通学路の合同点検を実施する

ことを通達しております。いろいろまだありますが、質問に移ります。 

 １番目に、令和３年７月に文部科学省から通達された通学路における合同点検実施についてへ

の対応は。 

 ２番目に、壱岐住民と通学路危険箇所の共有について。 

 ３番目に、壱岐市通学路交通安全プログラム評価について。 

 ４番目に、平成３０年６月に発生した大阪北部地震によるブロック塀の倒壊を受けて、通学路

の点検調査を行われ、危険な箇所のブロック塀撤去作業が当時は急速に行われていたと思います

が、現在の状況についてお尋ねします。 

○議長（豊坂 敏文君）  教育次長。 

〔教育次長（西原 辰也君） 登壇〕 

○教育次長（西原 辰也君）  １５番、土谷議員の通学路確保についてお答えいたします。私のほ

うから１点目から３点目まで答弁を行います。４点目につきましては建設部のほうから答弁いた

します。 

 まず、１つ目の昨年７月に文部科学省から出された通学路における合同点検実施についてへの

対応ですが、本市では、毎年、学校、警察、道路管理者、教育委員会による合同通学路点検を実

施しています。今年度は昨年８月に５日間、１８小学校区の６９か所７９件を点検いたしました。

また、今回の点検におきましては、千葉県の事故を受け、次の３点を新たな視点とするよう要請

されました。 

 １点目は、見通しのよい道路や幹線道路の抜け道になっている道路等で、車の速度が上がりや

すかったり、大型車の進入が多かったりする箇所。２点目は、過去に事故には至らなくても、ヒ

ヤリハット事例があった箇所。３点目は、保護者や見守り活動者、地域住民等から市町村へ改善

要請があった箇所です。点検後は、その結果を受け、道路環境の改善やパトロールの強化等、そ

れぞれの機関ですべき改善策や安全策を検討し、その実施を進めております。 

 学校におきましては、合同点検によって見出された問題点とそれに対する関係者からの助言を

基に、安全に登下校するための行動を児童生徒に対して指導を行っております。例えば道路を横

断する際には、はっきりとドライバーに渡る意思を示す。幅の狭い歩道は横に広がって歩かない。

信号待ちの際には、安全柵等があればその後ろで待つなどでございます。 

 ２つ目の地域住民との通学路危険箇所の共有につきましては、地域も子供たちを見守っていた

だく上で大切なことと考えます。そのため自治公民館の代表者も合同点検に立ち会っていただく

ことで、地域の状況も具体的に把握ができます。ただ、様々な都合により、各立場の方が点検日

にそろうことは難しいことが多いため、学校は学校支援会議、学校運営協議会等の場で通学路や
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児童生徒の登下校の状況を伺うことを通して地域との情報共有を図っております。 

 また、学校だより等を通して、合同点検の結果を周知するとともに地域での登下校の見守りを

お願いしております。 

 ３つ目の質問、壱岐市通学路交通安全防犯プログラムでは、４つのＰＤＣＡサイクルを繰り返

し行っていくことで通学路の安全度の向上を図っております。 

 御質問の壱岐市通学路交通安全防犯プログラムの評価は、このＰＤＣＡサイクルのうちのチェ

ック、対策効果の把握のことを指していると捉えてお答えいたします。 

 道路環境を改善していく立場にある県振興局や市建設部は、市のホームページに対策箇所の実

施状況を公表しております。現在までに公表されているこれらの対策に対して、問合せ等の意見

は寄せられていないことを把握をしております。学校におきましても、点検改善をした箇所にお

ける事故は発生しておらず、また学校に対する保護者や地域からの学校評価でも通学路に関する

意見は特に出ていないことから、一定の対策効果はあったものと評価しています。 

 ただし、対策実施後の評価を効果的に行っていくためには、壱岐市通学路交通安全防犯プログ

ラムを推進する関係機関が対策実施後の現場を巡回し、対策効果を具体的に確かめることも必要

であると考えております。 

 以上でございます。 

〔教育次長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  土谷議員の４つ目の質問にお答えをいたします。 

 議員御質問の通学路における危険なブロック塀への対応でございますが、大阪でのブロック塀

の倒壊等を受け、壱岐市では、これまで行ってきていた通学路交通安全防犯プログラムの取組を

活用し、各学校でそのような箇所を含めた目線での危険箇所の抽出を行っていただいた後、平成

３０年度７月に緊急合同点検を実施いたしました。また、２年に一度の頻度で行っていた合同点

検について取組を強化し、平成３０年度以降は、毎年合同点検を実施しているところでございま

す。そのほか各自治公民館長からの連絡・要望等により危険箇所の把握に努めております。その

中で危険なブロック塀が確認できた場合は、道路区域内であれば、安全確保のためにできるだけ

撤去する方向で対応いたしており、これまで５件の撤去を行っております。 

 今後も、道路区域内での危険なブロック塀が確認された場合には、早急な改善に向け取り組ん

でまいりますが、ブロック塀は個人の所有物である場合が多く、その場合は市での対応が困難と

なるため、建築基準法など関係法令に照らし合わせた上で、所有者に対し関係機関と連携して状

況改善の依頼を行うとともに、県下では指導実績もあることから、建築基準法違反の場合には、
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長崎県に指導を行っていただくことになるものと考えております。 

 今後とも通学路点検を継続して実施し、ブロック塀を含む危険箇所の把握に努め、関係各所で

情報を共有しながら、適宜対応してまいりたいと考えております。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  時間がありませんので。ただ、１点だけ、令和元年に赤木議員

が一般質問もされておりますが、新道の歩道の件と古城団地の歩道の件ですね。やっぱり一番通

学交通量の多いところであります。緑色のグリーンベルトをしてありますが、効果はないとは思

いませんが、できれば歩道をつくって、予算もかかりましょうが、一番交通量の多いとこですか

らと思っておりますが、これは答弁よろしいですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  御質問のグリーンベルトについてですが、まず古城牛方線のグリー

ンベルトにつきましては、通学路の合同点検において要望されたわけではなくて、地元と警察署

からの要望について対応したものであるということをまずお話をさせていただきます。 

 また、本町八畑線については、先ほどおっしゃったように、令和元年の６月議会において、赤

木議員からの質問に対して、カラー舗装や電柱移転、それから電線の埋設等を検討するという御

回答をさせていただいております。そのことを受けまして、歩道整備の事業化の検討や電柱の移

転、電線等の埋設について、関係機関とともに協議・検討を行っており、また、併せて車両速度

を落とすための部分的な狭窄やバンプ癩癩車両速度を落とすための段差のことでありますが癩癩

車線分離標の設置なども併せて検討を行っておりますけれども、どの方法も現実性に乏しかった

ため、早急な対応が可能であり、地域住民の生活に与える影響が少なく取り組むことのできるグ

リーンベルトの設置を行っているところでございます。このことによって、この区間の通学の高

い安全性が確保されたとは考えておりませんので、今後もさらに安全性が確保できる方策はない

か、関係機関とともにさらに研究を続けてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  ありがとうございました。時間を過ぎましたので、御答弁本当

にありがとうございました。 

 最後に、コロナが収束して県外との往来が自由にでき、子供たちや親戚が里帰りができること、

離島振興法、国境離島法を生かし、雇用拡充、移住定住、観光客に来ていただき活気ある島にな

ることを願いまして、一般質問を終わります。 

〔土谷 勇二議員 一般質問席 降壇〕 
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○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、土谷勇二議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時１０分とします。 

午前10時58分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１２番、鵜瀬和博議員の登壇をお願いします。 

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１２番 鵜瀬 和博君）  それでは、通告に従いまして、１２番、鵜瀬和博が一般質問を

行います。 

 今回は大きく２点、まず１点目は新型コロナウイルス感染症の対応について、２点目が市長特

別表彰について行います。 

 それでは、まず１点目の新型コロナウイルス感染症の対応についてお尋ねをいたします。 

 ２０２０年３月、本市で新型コロナウイルス感染症の感染者が初めて確認をされ、２年が経過

をしようとしております。この間、壱岐保健所をはじめ、医療、福祉等関係機関の皆様には、御

協力と御尽力に対し、心より敬意と感謝を申し上げます。 

 本市では、新型コロナウイルスのデルタ株による第５波は、短期間で収まっておりましたが、

より感染力が強いオミクロン株においては、新年に入り、１月１０日以降急激に感染拡大し、学

校の臨時休業や学級閉鎖等を発生し、島内経済も含め、危機的状況でありました。 

 最近では、感染者が徐々に落ち着きを取り戻しつつあります。しかし、東京都心においては、

さらに感染力の強いオミクロン株のＢＡ.２の感染が少しずつ感染拡大をしており、第７波の襲

来が懸念をされ、警戒を強く呼びかけられております。 

 これからの３月、４月は卒業、入学、就職など、県境をまたぐ人の移動が増えてきます。第

７波に備える体制づくりが重要と考え、小さく５点ほど質問をさせていただきます。 

 まず１点目、感染陽性者や濃厚接触者となった場合、療養施設、または自宅待機の判断基準と、

そのときの食事や、また給食等支援体制はどのようになっているのか、お尋ねをいたします。 

 また、今後爆発的な感染拡大があった場合の受け入れ態勢は大丈夫なのか、お尋ねをいたしま

す。 

 ２点目が、家庭内感染が、今回は多く見受けられましたが、一部の学校では臨時休業や学級閉

鎖となりました。新型コロナウイルス感染症にかかる児童生徒、幼稚園児、保育園児の出席停止
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等及び臨時休業の判断基準について、どのようになっているのかお尋ねをいたします。 

 陽性者や濃厚接触者となったり、感染を不安に感じたり等、登校を見合わせたりした自宅待機

児童生徒への学習指導は、どのように実施していたのかお尋ねをいたします。 

 教育機会の均等化、学力の格差是正のために、ＧＩＧＡスクール構想の一環で、本年度から児

童生徒にタブレットが割り当てられ、授業の中で、調べ学習、表現、制作等様々な場面で使用さ

れておりますが、リモートでの授業やオンライン学習の活用状況は、どのようにしているのかお

尋ねいたします。 

 また、オンライン学習する上で、各家庭におけるインターネット環境は整備されておらず、使

用できない状況を把握しているのか、お尋ねいたします。 

 今後の第７波の感染者急増に伴う、小中学校における臨時休業や学級閉鎖の拡大に対応したＧ

ＩＧＡスクール構想の今後の計画は、どのようになっているのか、お尋ねをいたします。 

 ４点目が、医療従事者や高齢者、一般の３回目のワクチンの接種状況と５歳から１１歳までワ

クチン接種体制と今後の予定についてお尋ねいたします。 

 ５点目が、去る２月２０日施行の長崎県知事選挙において、新人の大石知事が誕生されており

ます。中村前知事におかれましては、３期１２年、本市の振興及び特に、市民病院の企業団加入

の実現に大変御支援御協力をいただきましたことに対しまして、改めて深い敬意と感謝を申し上

げます。 

 今後大石新知事との白川市長との信頼関係を構築され、今後も県との連携・協力が必要不可欠

と考えます。大石知事は、新型コロナウイルスの出口戦略は、経済活動と感染防止対策の両立を

積極的に図っていきたいとの考えを、全国知事会で述べられております。 

 コロナ禍の中、迅速な壱岐の情報発信と感染拡大防止、島内経済支援の体制づくりを図るべき

と考えますが、今後の市長の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 以上、５点について答弁をお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  鵜瀬和博議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  １２番、鵜瀬議員の御質問にお答えをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の対応について、５項目質問をいただいておりますが、私のほうか

らは、①の通告分についてお答えをさせていただきます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症の感染者につきましては、医師の診断により必ずしも入院が

必要な状態でないと判断された方については、宿泊療養施設や自宅での療養の対象となっており

ます。 

 宿泊療養施設、または自宅での療養の判断基準につきましては、各保健所での判断に基づいて
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指示されますが、基本的には、看護師等を配置している指定の宿泊療養施設において療養するこ

とになります。 

 しかしながら、ペットを飼っており、面倒を見る人がいないため、自宅を空けることができな

い場合や感染者が一人で入所できない幼児の場合などは宿泊療養施設ではなくて、自宅での療養

となる場合もございます。 

 自宅での療養となった場合、壱岐保健所が電話で対応いたしますが、毎日２回、朝夕の体温測

定、毎日３回朝、昼、夕の健康状態の確認、そして酸素飽和度の測定を行うよう連絡を取り合う

ということになっております。 

 また、食事の支援といたしましては、宿泊療養施設の場合、食事の時間は、朝食が８時３０分、

昼食が１２時、夕食が１８時からとなっております。食事の注文は、宿泊療養施設に配置してお

ります生活支援員が行いまして、配送につきましては、長崎県が契約しております市内の宅配業

者を利用しております。 

 食事の内容でございますが、アレルギーや糖尿病等で食事に制限がある方を除いて、全員同じ

メニューとなっております。 

 自宅療養の方につきましては、壱岐保健所から希望確認により、御希望の方に対しては、１週

間分の食料品セットを提供することとなっております。配送につきましては、壱岐保健所からの

協力要請によりまして、市危機管理課が購入し対応をしております。 

 １月２１日以降、３月２日までの間、２８世帯５８名分の感染者宅へ、食料品を、配達をいた

しております。 

 なお、濃厚接触者につきましては、現在７日間の自宅待機とされておりますが、親戚、知人等、

支援者がいらっしゃらない場合は、自己負担となりますが、市危機管理課で食料等の配送支援を

することとしております。対応した実績といたしましては、これまで１世帯でございます。 

 また、給食等支援体制はとの御質問でございますが、厚生労働省において小学校休業等対応助

成金制度がございます。この制度は、小学校等の臨時休業等に伴い、子供の世話を行うため仕事

を休まらざるを得ない保護者に対して、有給賃金全額支給の休暇を取得させた事業主に対しまし

て、休暇中に支払った賃金相当額、上限があるということでございます、これを支給する制度で

ございます。 

 また、事業主が、この制度を活用しない場合であっても、一定条件がございますが、労働者が

直接申請できる休業支援金給付金制度もございます。このような制度があることを御存じでない

事業主及び労働者がほとんどのようでございますので、市のホームページ等によっても、周知を

させていただいておるところでございます。 

 次に、今後爆発的な感染拡大があった場合の受入れ態勢は、大丈夫かとの御質問でございます
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が、この第６波の間で１日の療養者数が最も多かった日が、１月３０日の６９名でございました。

このときは、半数以上の４７名が自宅療養となり、入院及び宿泊施設の入所者数は２２名という

状況でございました。 

 現在、宿泊療養施設といたしましては、長崎県が２施設を借り上げておりまして、５２部屋の

確保数となっております。現時点におきましては、十分対応できておりますが、オミクロン株に

よる第６波は全国的に減少傾向にあるものの、減少のペースは緩やかでありまして、陽性者数が

下がり切れないまま、第７波に突入してしまうのではないかという心配もございます。 

 宿泊療養施設につきましては、県壱岐振興局でも追加指定が必要な場合の即時対応も視野に入

れたところで、常時観察しておりますので、大丈夫でございますが、爆発的な感染拡大がないと

も言い切れませんので、引き続き市民皆様にワクチン接種の推進と感染防止対策の徹底を呼びか

け、第７波に備えてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  １２番、鵜瀬和博議員の質問の２番目と３番目については、私のほう

からお答えをさせていただきます。 

 ２番目の新型コロナウイルス感染症にかかる児童生徒の出席停止の判断基準についてです。校

長が児童生徒の出席を停止させることができるのは、学校保健法、学校保健安全法第１９条に示

されています。 

 １つ目は児童生徒が感染した場合、２つ目は保健所から児童生徒が濃厚接触者に特定された場

合です。この場合、保健所が何日まで自宅待機をするよう出席停止の日数を指導されます。 

 ３つ目は、感染はしていないが、医療的ケアを必要としたり、基礎疾患があったりする児童生

徒については、主治医の見解を保護者に確認した上で、校長が登校すべきでないと判断する場合

になります。かかるおそれのある場合という形に解釈できます。 

 この法の内容に加えまして、今回の新型コロナウイルスの感染状況を受けて、４つ目に、次の

ようなことが示されました。それは生活圏内において、感染経路が不明な感染者が増えている地

域で、同居家族に高齢者や基礎疾患等があるものがいるなどの事情があって、登校させることに

不安があると保護者が判断した場合、その報告を受けて、校長は出席停止扱いとすることができ

ます。 

 次に、感染症に係る臨時休業の判断についても、同じく学校保健安全法第２０条では、次のよ

うに規定されています。学校の設置者は感染症の予防上、必要があるときは、臨時的に学校の全
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部、または一部の休業を行うことができる、この規定により校長は保健所からの報告、指導を基

に、校内や地域の感染状況を把握し、学校医の指導を受けて、その結果を教育委員会に報告をい

たします。 

 教育委員会は、その報告を基に協議し、学校や地域の感染状況等を総合的に判断し、その判断

の結果を市長に報告をいたします。報告を受けた市長が判断をし、臨時休業の措置となります。 

 お話のように、今回の壱岐市の感染状況の中で、小学校、中学校では措置した数は、既にお知

らせはしておりましたが、改めて学校の全部の休業、いわゆる臨時休業の措置をしたのが小学校

１校、学校の一部の休業、いわゆる学級閉鎖を措置した学校が、小学校２校の２学級になってお

ります。 

 幼稚園及び幼稚園児においても、小中学校に準じ適切に判断をして、対応しておりますし、今

回、幼稚園の臨時休業の措置はありませんでした。 

 ３つ目の自宅待機をしている児童生徒への学習指導について、お答えをいたします。 

 自宅待機をしている児童生徒に対しては、主にこれまでの学習内容を復習したり、活用したり

する学習問題を紙媒体で用意をし、各家庭に届けています。急な形の臨時休業あるいは学級閉鎖

という形になりますので、学校のほうでできるリモート等の授業の準備までには、至らないとい

うことが背景にあります。 

 また、その学習問題は回収をし取組状況を確認し、いわゆる採点、添削等をしながら学習の定

着を、先生方が目指して取り組みます。 

 臨時休業の措置が終わって、登校を再開してからの学校生活に不安がないように支援を続けて

いるところです。 

 お尋ねのリモート授業やオンライン学習についてですが、このことにかかっては、壱岐市でも

ＧＩＧＡスクール構想計画をつくっております。御承知のように、このタブレット端末機の配置

が２年半前倒しで、急に学校現場に来たというのが実情ですので、正直準備体制は十分であった

とは言えません。 

 よって、壱岐市では３か年計画を立てて、無理のない形で、この取組を次のように進めます。

１年目は、児童生徒や教師がタブレット機器に慣れ、基本的な操作をマスターするとともに、授

業で使用することができること、２年目は、タブレット機器を授業で積極的に活用することがで

きること、３年目は、タブレット機器を授業で、効果的に活用することができることを目標とし

ております。 

 いくらか抽象的な表現になりますが、内容的には、現場は少しずつ取組を進めています。 

 １年目に当たる今年度は、タブレット機器に慣れさせ、操作をマスターする取組を各学校で進

めている段階です。子供たちの習得は早いです。意外と一度でさっと理解するところもあります
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し、現在は学校内の授業、教育活動で、このタブレットをそれぞれ教師のスキルに応じた形で取

り組みをし、いろいろな形での実践が研修会では、報告を受けております。 

 もちろん、この機器の使い方については、各学校で教職員の取決め、児童生徒への分かりやす

い取扱い方等を、指導しながら進めております。 

 よって、家庭に持ち帰らせるという形の指導は今のところしておりません。リモート授業やオ

ンライン学習を、学校と家庭とで行うという体制までは整っていないわけです。 

 その大きな課題は、議員がお話いただきましたように、家庭に持ち帰ったときに、学校とつな

ぐ通信環境が整備されていない家庭が、私たちの調査の結果、約２割の家庭にその状況がまだ残

されているからです。 

 徐々に整備は広がると思いますが、毎月一定の費用を伴うため、整備の広がりについての指導

も含めて、あるいは市としてどうするべきかの検討等を進めているところです。 

 そういう状況の中ですが、各学校では１年目の取組として、いろいろな形がございますので、

私どもとしては、よく取り組んでいただいているという具合に考えております。 

 第７波のこともお話に上がっておりますが、できれば私どもは対面授業ができる学校教育の保

障というのを、大目標にしておりますので、子供たちの中から、家族から、感染の拡大が広がら

ないことを、日頃の感染症予防対策を徹底して講じることで、この取組にも側面から向かってい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

 保育所につきましては、後ほど、市民部長のほうから御答えがあると思います。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市民部長。 

〔市民部長（石尾 正彦君） 登壇〕 

○市民部長（石尾 正彦君）  １２番、鵜瀬和博議員の２点目の御質問、新型コロナウイルス感染

症に係る保育園児の出席停止等及び臨時休業の判断基準について、お答えさせていただきます。 

 御存じのとおり、保育所や放課後児童クラブは、保護者等御家族が就労等の事情により、家庭

で保育ができないため、保育を必要とするお子様をお預かりするものですので、小まめな消毒や

換気による施設管理と手指消毒等の指導など、感染予防対策を徹底しながら開所することを原則

といたしております。 

 一方、県下にまん延防止等重点措置が適用されたり、市内において、感染が拡大した場合は、

なるべく御家庭で保育いただくようお願いし、登園を自粛された期間の保育料、副食費等につい

ては減額をすることといたしております。 

 御質問の出席停止や臨時休業の判断基準につきましては、定められたものはございませんが、
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学校等の対応を参考にし、施設において陽性者が症状がありながら登園、出勤していた場合には、

感染拡大を防止するため、臨時休園等について、濃厚接触者などの状況に応じて検討することと

いたしており、その規模や期間については、保健所の指導を仰ぎながら徹底することといたして

おります。 

 以上でございます。 

〔市民部長（石尾 正彦君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  １２番、鵜瀬議員の御質問にお答をいたします。 

 ４項目めの、３回目のワクチンの進捗状況と、小児のワクチン接種につきましては、変異株に

よる感染が拡大をしている中、壱岐市では、医療従事者、高齢者施設入所者、入院患者に続きま

して、一般高齢者への３回目接種へと移っております。 

 国が示しました指針では、２回目接種完了後８か月以上の方からということで、準備を行って

おりましたが、その後見直しがなされ、可能な範囲での６か月以上の方への前倒しの方針が示さ

れたことから、本市でもエッセンシャルワーカーなど若い世代の方へも接種券を、順次発送を行

っておるところでございます。 

 接種状況としましては、市内での接種開始とオミクロン株の感染拡大の時期が重なったことも

あり、医療機関の接種枠を十分に確保できなかったことやモデルナワクチンへの不安などが要因

となり、３月７日時点で１８歳以上の２８％が接種を終えている状況でございます。 

 併せて、３月６日から壱岐の島ホールでの集団接種を開始し、今後個別接種でも一部の医療機

関でモデルナワクチンを使用し、接種を始めていただく予定となっており、接種の加速化が図ら

れるものと考えております。 

 また、５歳から１１歳までの１、２回目の接種につきましては、医師会の指導の下、お子様や

保護者の方々が不安なく安全に接種をいただくことを前提に、小児科の３医療機関で個別接種を

行っていく予定といたしております。 

 予定としましては、３月１８日から申出による基礎疾患をお持ちのお子様から先行接種を開始

し、それ以外のお子様は３月２３日から開始できるよう、準備を進めているところでございます。 

 なお、接種券は、保育所や幼稚園での感染が増えたこと、感染予防を十分に対応することがで

きない年齢であるなどを勘案し、年齢の低い方からワクチン並びに予約枠に応じ順次接種券を、

発送を行ってまいります。 

 保護者をはじめ、市民皆様の御理解をよろしくお願いをいたします。 

 ７波に向け、早期接種完了を目指してまいりたいと思っております。 
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 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  鵜瀬議員の５点目の御質問、大石新知事が誕生、信頼関係を構築し、今

後も県との連携協力が必要不可欠、迅速な情報発信と感染拡大防止、島内経済支援の体制づくり

をという御質問でございます。 

 施政方針でも申し上げましたが、大石新知事には若さと新しい感覚で県政振興を期待いたしま

すとともに、中村法道前知事には、これまでの御功績に感謝申し上げ今後の御活躍をお祈りする

ものでございます。 

 大石新知事には、できるだけ早い時期にお会いしたいと思っておりますが、大石知事は、公約

として、離島対策の充実を掲げられておりますことに加え、御自身も医師として、医療や予防分

野にも精通しておられます。ぜひ今後の離島医療体制の中で、感染対策とワクチン接種の本土地

区と同等に進められるよう、また長崎県壱岐病院の医師等の人的確保やワクチン等の物的確保に

も、御配慮いただけることを期待しているところでございます。 

 申し上げるまでもなく、県との連携、協力は必要不可欠でございます。一刻も早く信頼関係を

築き、新型コロナウイルス感染症に限らず、十分連携を図りながら市政運営に取り組んでまいり

ます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  鵜瀬議員。 

○議員（１２番 鵜瀬 和博君）  ありがとうございました。 

 まず、１点目の療養施設、また自宅待機者の支援体制ということで、主に、入院の場合は医師

の判断によってされるわけですが、どこにするかというのは、濃厚接触者または感染者がおける

環境、ペットがいるとか、幼児の場合とか、そういった環境により、療養施設または自宅のほう

に判断をしていると、そうなった場合の食料の支援については、通常県のほうが契約をしている

宅配業者さんが日に３回弁当を持ってくると。 

 また、自宅療養については、市の危機管理課の職員が、それぞれの自宅に訪問して、御要望の

食料品セットを１週間分購入をされ、提供をしていくということでありました。 

 特に、自宅療養、施設療養になった場合には、完全監禁なのか、例えば、療養中に必要なもの

が出た場合には、買物等、外出は可能なのか、お尋ねをいたします。 

 それが１点目です。２点目、出席停止等の臨時休業の判断基準については、学校保健安全法に

のっとって対応しているということでありました。るる教育長のほうから、こうした場合はどう
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するという対応が、最終的には校長判断、そして学校医の指導、報告を受けて教育委員会が判断

したものを、市長に報告をして、そこで臨時休業するか、学級閉鎖にするか、決定をしていると

いうことでありました。 

 実は、平戸市の教育委員会では、出席停止及び臨時休業の判断基準については、ペーパー化を

されておりまして、ホームページにアップをされております。いわば、保護者がこうした場合は

こうやって判断する、基準です、もちろん臨機応変に対応はされると思うんですけれども、ある

一定の基準については、見える化をされておりまして、今の状況では、学校に聞かないと分から

ないです。我々保護者としても。 

 だから、やはり隠すことでもないですし、どんどんこういう部分については、オープンにして、

出していくことも必要じゃなかろうと考えております。 

 また、ＧＩＧＡスクールについては、今回、前回の第５波では、学級閉鎖とか、臨時休業とか

ありませんでした。学校が一番安全ということで、学校も開いていたわけですが、今回はやはり

オミクロン株は、かなり感染拡大をされておりまして、急な対応ということで、ペーパーによる

自宅待機者については、ペーパーにより学習指導を行ってきたということでありました。 

 先ほど、ＧＩＧＡスクールの構想は一応３年計画で順次、まずは、１年目はタブレットに慣れ

る、２年目については積極的に活用する、３年目については効果的に活用するということであり

ました。 

 ぜひ、宝の持ち腐れにならないように、お願いをしたいと思います。今回は、先ほど教育長も

言われましたとおり、臨時休業は１校、そして学級閉鎖は２校でありました。 

 私が心配しているのは、第７波が来た場合に、長期的な臨時休業になった場合、そうした場合

に、果たしてその対応が、先生たちだけで対応ができるのかと、ならないのが一番なんですけど、

教育長が対面指導を求めていきたいということで、今後も予防対策については、十分配慮をして

いくということでありました。 

 今回も、１月も十分、多分、予防対策はされとったと思うんですが、こういう結果になりまし

た。国の指針としても、実は、昨年からＩＣＴを活用した児童生徒の学習活動の支援ということ

で、文部科学省も通達をされております。これはもう、多分教育委員会にも行っているかと思う

んですけれども、そういうオンライン学習をする上で、インターネット環境がないところについ

ては、今後継続的に、学習が行える環境を積極的に整えることということでありますし、今はポ

ケットＷｉ癩Ｆｉ、持ち運びできるＷｉ癩Ｆｉがありまして、それを学校から貸し出すとか、今

あるタブレットをＬＴＥ、どこでもつながるやつに契約をすれば、全部が全部じゃないんですよ、

環境が整ってないところにオンライン学習をするときに、貸し出すとか、そういう方法もありま

すので、国の指針でもありますし、また子供たちの学力の格差是正のためにも、ぜひ、そういっ
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た部分の整備についても、十分整備をしていただきたいと思います。その点について再度お尋ね

をいたします。 

 ３回目のワクチンの接種につきましては、実際全国的には、ワクチンの追加接種は遅れており

ますね。本市おいては、計画どおりに進んでいるのか、再度お尋ねをいたします。 

 また、幼児の接種については３月１日から告知をされておりまして、基礎疾患のある方につい

ては、届出をして、３月１８日、基礎疾患のある方は壱岐病院で接種を開始すると、それ以外の

子供については、年齢の低い子供から、３月２３日から開始をしていくということでありました

が、幼児のワクチンについては、かなり副反応の、先ほど言われましたとおり、接種を迷う保護

者も多いと聞きますけれども、先ほど、小児科の先生から御指導いただきながらということであ

りました。 

 そういった方々に対して、不安を取り除くような対応はどのようにするのか、お尋ねをいたし

ます。 

 ５つ目の白川市長と大石新知事との信頼関係構築についてですけども、ぜひ早く会われて、具

体的に離島振興そしてワクチン接種を本土並みにしていただくような対応の仕方。 

 私が心配しているのは、感染防止、防止ということで、経済が回らないということで、特に、

今回、大石知事は経済活動と両立してやりたいと、壱岐もいろんな対策をされておりますけれど

も、これからも令和４年度については、しようとしてますけども、どの時点で対応を打つか、例

えば、島内宿泊キャンペーンをする予定にしてますけども、その判断については市長がされるわ

けですが、その判断はどういった形になったときに、ゴーというふうにするのか、再度お尋ねを

いたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  鵜瀬議員の再質問のほうに、お答えさせていただきます。 

 自宅療養者の陽性者については、外出ということはございませんけれども、濃厚接触者の外出

規制、そして買物はいいのかというところの御質問と思っております。 

 まず、新型コロナウイルスの感染症の感染者、陽性者につきましては、症状がある場合は、発

症日の翌日を起算して１日目とし、解除までの日数が１０日間とされております。 

 無症状者の場合は検体採取日の翌日を起算日として、１日目として７日とされております。濃

厚接触者につきましては、新型コロナウイルスに感染していることが確認された方と、近距離で

接触、あるいは長時間接触し、感染の可能性が相対的に高くなっている方を指します。 

 濃厚接触者かどうかを判断する上で、重要な要素は、１つ目が距離の近さ、２つ目が時間の長

さでございます。 

 必要な感染予防策をせずに、手で触れること、または対面でお互いに手を伸ばしたら届く距離、
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これは１メートル程度以内でございますけれども、そこで１５分以上接触があった場合は、濃厚

接触者として考えられます。 

 濃厚接触者と判断された場合は、感染している可能性があることから、所定の期間は健康状態

に注意を払い、不要不急の外出を控える必要がございます。 

 この不要不急の外出を控える期間は、すなわち待機期間は、以前までは１０日間でございまし

たけれども、令和４年１月２８日から７日間に短縮をされております。同居の御家族の場合、陽

性者の発症日、または発症により住居内で感染対策を講じた日の、いずれか遅いほうの日の翌日

を起算日として、同居者以外の場合は、陽性者と最後に接触した日の翌日を起算日といたします。 

 この自宅での待機期間は、不要不急の外出を控えるよう呼びかけられておりますが、感染の可

能性につきましては、先ほど申し上げましたように、対面で話した際の距離が１メートル以内、

時間が１５分以上という基準、目安がございますので、買物等はマスクなどの感染対策を徹底し

て、短時間であれば可能であるということになります。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  教育長。 

○教育長（久保田良和君）  鵜瀬議員のお尋ねについてですが、まず出席停止についての判断基準

について、御指摘のように、保護者としては、しっかり理解しておくことが必要でございます。

早急に文書でもって、市教委のほうからお示しをして、共有をしたいと考えます。ありがとうご

ざいます。 

 タブレットの端末機につきましては、この機器の持っている性能とか、能力というのはかなり

相当なものがあると思います。私どもは、やはり、小学校教育、あるいは中学校教育で身につけ

させたいことに対して、より有効な使い方は何かという視点でもって、この機能については考え

ておりますので、議員御指摘のように宝という考え方は持ちますが、持ち腐れにならない、学校

の中で、有効な部分を共に研究をしているところでございます。 

 なお、ポケットＷｉ癩Ｆｉ等については、ありがとうございます。ただ、今、端末機を校内で

使用する場合にも、小学低学年の子供たちの重さに対する準備だとか、あるいはちょっとしたふ

ざけ合いによって、落した場合の損失の場合の、その取扱いについても、大変気を使って、今い

ろんな角度で検討しているところでございますので、総合的にその分についても研究を進めてま

いります。 

○議長（豊坂 敏文君）  保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  追加接種の状況でございますが、一応予定どおりには進んでお

ります。 

 しかしながら、集団接種の時期が長崎県下で一番遅かったということもあり、今のところ、接
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種率につきましては、長崎県下の平均を若干下回っておる状況でございます。 

 しかしながら、先ほど申し上げましたように、３月６日から集団接種を１、２回目の接種より

１００人近く予約枠を広げて行うようにしておりますので、今後は加速化が図られるものと思っ

ておるところでございます。 

 小児のワクチン接種につきまして、不安を取り除くような対策につきましては、相談等が増え

る可能性がありますので、厚労省のＱ＆Ａなどをホームページなどに紹介、そしてＬＩＮＥを使

う。それと告知放送等で周知を図ってまいりたいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  島内の経済活性化策でございますけれども、既に予算を頂いております。

その中で一番大きいのは、やはり島民限定宿泊キャンペーンだと思っているわけです。これが県

の県民限定キャンペーンとやはり足並みをそろえたがいいだろうと、実はまん延防止が終われば、

早急にやりたいということで、協議をいたしました。 

 しかし、何日かの差で、いわゆる助成の金額が違うと不公平になるだろうということで、今聞

いておりますのは、県は３月中旬にスタートするということでございますから、県のスタートと

併せて、島民限定キャンペーン、それからそのほかの経済対策についても、同時にスタートした

いと考えておるところであります。 

○議長（豊坂 敏文君）  鵜瀬議員。 

○議員（１２番 鵜瀬 和博君）  ありがとうございました。ぜひ防御だけではなくて、今後も島

内活性化のためには、攻めの行政も必要でありますので、今度の、先ほども言いますように、大

石知事は両立で、経済対策両立でやっていきたいということですから、県の動向を見ながら、ぜ

ひ早めに実施できるように、お願いをしたいと思います。 

 また、ワクチン接種については、ほぼ予定どおりということです。今後もワクチンの接種が広

がるような形で、集団接種も併せて周知に努めていただいて、お願いしたいと思います。 

 新型コロナウイルスの感染陽性や濃厚接触者になった場合の様々なことについては、確かに

ホームページを見れば分かるんですけど、県のホームページに飛んだりすれば、見れば分かるん

ですが、なかなか詳しすぎて分かりづらいということで、ぜひ県のいろんな問題については、か

み砕いて、壱岐バージョンのそういった周知の方法について研究をしていただきたいと思います。 

 また、今回、出席停止については、ホームページに載せるということでありましたので、ぜひ

そのようにお願いしたいと思います。 

 それでは、２点目の件につきましては進みたいと思います。 

 市長の市特別表彰についての活用をということで、壱岐市では、表彰条例が制定をされており
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まして、本市の行政、そして文化、もしくは社会のために各般にわたって市政振興に寄与し、又

は衆人の模範と認められる行為にあったものを表彰をされております。 

 平成３０年３月会議に、一般質問で、子供たちのスポーツや文化芸術での活躍について、市長

自ら表彰すれば、子供たちの誇りや自信になりますということで、お願いをしておりました。 

 それ以降、市長のほうも、実施をしていただいております。本年度もＪＯＣのオリンピックカ

ップに出られました田中咲稀人さんや、第４６回ごはん・お米とわたし、作文コンクールで、文

部科学大臣賞を受賞されました横山力蔵さん、そして壱岐荒海太鼓の壱岐商業の荒海太鼓の皆さ

んを表彰されております。 

 こう表彰することによって、私たちも感動と元気を頂いております。今回お願いすることは、

子供たちに限らず、例えば、ごみ拾いですとか、花を植えたり、環境美化等に御貢献いただいて

いるボランティア、そしてこれまでどおりの市政功労者、個人、団体など、市長が選定して、分

野別表彰をすれば、またさらに市が盛り上がると思いますけども、今後の活用について、市長は

どのように考えか、お尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  鵜瀬議員の２点目の御質問にお答えいたします。市長特別表彰でござい

ますけれど、ただいま、頂きました、これ最初始まったのは、おっしゃるように、鵜瀬議員の御

提案によって、これ始めたわけでございます。ただいま言われました、内容の充実というか、幅

を広げる、そういったことについても検討してまいりたいと思っています。 

○議長（豊坂 敏文君）  鵜瀬議員。 

○議員（１２番 鵜瀬 和博君）  ぜひ、いろんな形で島内盛り上げていただいて、島民一丸とな

って、離島振興に努めていただきたいと思います。 

 ぜひコロナ禍でいろんな制限はありますけども、皆さんの知恵とパワーを力に変えて、今後の

壱岐市の輝かしい未来のために努めていただくことを期待をしております。 

 コロナに負けるな壱岐ということで、ぜひ市長が先頭に立って頑張っていただくことを期待を

して、私の一般質問を終わります。 

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、鵜瀬和博議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。 

午前11時59分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１番、森俊介議員の登壇をお願いします。 

〔森  俊介議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１番 森  俊介君）  通告に従いまして、１番、森俊介が一般質問を行わせていただき

ます。 

 今日の質問は、大きく４つあります。 

 まず１つ目の壱岐パークマネジメントの本店登記場所について質問をさせていただきます。 

 ２０２１年の１１月１日に、壱岐パークマネジメントの本社登記場所が、イルカパークから芦

辺箱崎の住所に変更されています。新住所の物件は廃墟で事業実態がありませんが、これに関し

て市役所は把握されていましたでしょうか。また、これについて市役所はどう捉えているか、御

答弁をお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  森俊介議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の壱岐パークマネジメント株式会社の本社物件の実態に

対する市の認識についての御質問でございますが、まず新住所の物件が廃墟で事業実態がないと

いうことを森議員はお話をされました。 

 森議員が現場を確認されてお話をされているのか分かりませんが、私どももその建物が廃墟と

して荒れ果てているのかを改めて確認するために、高田社長の許可を得まして現場も確認をいた

しましたが、まず廃墟という表現を使うことは、その現場の状況、また個人の物件について適当

ではないと思っております。 

 御質問の新住所の物件は事業実態がないが市としてどう捉えるかとの御質問でございますが、

会社の住所を設定することについては、商業登記法上は住所に関する制限はないため、自宅や賃

貸オフィスなどを住所地と定め、登記することには問題ないとなっております。 

 また、業務につきましては、御承知のとおりイルカパーク施設内で行われておりまして、スタ

ッフ一同、イルカパークの運営、イルカの飼育管理など、懸命に運営がなされております。 

 したがいまして、新住所の物件について、本社登記がなされていることには、法的に何も問題

がないことにつきまして、壱岐市として特に言及することはございません。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 
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○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。 

 確かに個人所有の建物に対して廃墟というのは、適切ではありませんでした。申し訳ございま

せん。 

 今の御答弁に対して追加で質問をさせていただきます。 

 法的には問題ないという御回答でしたけれども、一般的には、本店登記場所というものは、社

会的信用の度合いを示すものになっております。今回、その市役所、行政から指定管理を委託す

るに当たって、実際にその場所で事業を行われていなかったりだとか、後は廃墟という言葉は適

切でないんですけれども、空き家のような物件にその本店があるということに関しては問題ない

ということでよろしいか、再度御確認をお願いいたします。 

 あと、もし御存じでしたら、なぜ事業実態がないその場所にわざわざ本店登記を移行している

のかを教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の御質問にお答えをいたします。 

 一般的にはというようなお話でございましたけれども、これは、私どもといたしましては、先

ほど申し上げましたように、法的にその商業登記法上、もうそういった制限はないということで

法的には何も問題がないということ、これにもう尽きるのかなというふうに思っております。 

 また、本社の移転の登記となった要因といたしましては、これまでイルカパーク、壱岐パーク

マネジメント株式会社につきましては、第三セクターということで市が出資をしておりました。 

 その関係で、本社については、これまではイルカパークの施設内の住所ということになってお

りましたけれども、御承知のとおり、完全に民営化ということになりましたので、市の土地に住

所を置くことは適当でないということから、新しく住所を変えられたということでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁どうもありがとうございます。非常に理解できました。 

 続いて、質問させていただきます。 

 ２０２１年の１０月１２日から２０２１年の１２月２１日までは、新住所の不動産につきまし

ては、壱岐パークマネジメント代表高田氏の税金滞納により差押えになっていたかと思います。 

 その差押え中に関しては、当該物件は高田氏の所有ではなく壱岐市に所有権があるかと思いま

すが、その差押え中に当該物件に対して本店の移転登記が行われていたということについてはい

かがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の御質問にお答えをいたします。 
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 この登記自体は、法務局のほうで受理をされているというようなことから、その辺りについて

は、問題なかったものというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。 

 一般的には、差押え中の物件というものに関しては、所有者が賃貸に出すとか、そういった手

続を踏むことができないはずなんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ただいま、これも繰り返しになりますけれども、そういった中

で移転の住所の登記がなされたということで、それ自体は問題なかったものというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  分かりました。どうもありがとうございます。 

 壱岐パークマネジメント株式会社については最後の質問になります。 

 先日、代表の高田氏が、ＳＮＳ上でキャッシュフローが危ないという趣旨の発言をされておら

れました。以前も議会で何度も決算書を見て問題ないと執行部の方から御答弁を頂きましたが、

今回、ＳＮＳの代表の発信に関して把握しておられるかどうかということをお伺いしたいのと、

また万が一その会社が経営が破綻した場合というものは、指定管理が続いている中で破綻した場

合というのは、どのようなことになるかということを教えていただきたいです。よろしくお願い

します。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ただいまの森議員の御質問でございますが、そのＳＮＳの投稿

等については把握をいたしております。 

 コロナ禍の影響で観光客が減少して、それに伴いまして入園者数も減っている中で、会社自体

の売上げにつきましては、令和元年度が約２,９８７万円、そして令和２年度が約４,９２４万円

で、対前年度１,９３７万円の増と。令和３年度は１月末時点でございますが、約５,２６４万円

で、既に対前年度３４０万円の増となっております。 

 国のＧｏＴｏキャンペーンが再開されず、入園者数がコロナ禍の前に戻らない状況でも、前年

度を超える売上げが出されているということでございます。 

 会社の経営能力には問題ないと判断をいたしておりますが、しかしながら、このコロナ禍にお

いては、壱岐パークマネジメント株式会社のように、観光などを主な業務としております事業者
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につきましては、厳しい経営状況にあると認識をいたしております。 

 壱岐パークマネジメントにおいても、売上げは上がっているものの厳しい状況にあると認識を

いたしておりますが、今後、県民キャンペーン等の再開等により、観光客の来場を期待し、また

市民皆様についても、入場料は無料ですが、憩いの場としての御利用を期待をするところでござ

います。 

 特に現在については、観光事業者の皆様、そして交通事業者皆様との連携も図られております。

様々な機会を利用した取組がなされているということで、今後の運営に期待をするところでござ

います。 

 今後の、ただいまお話をされましたその経営破綻とかいうようなことをお話しされましたけれ

ども、それはこの場でお答えすることは適当ではないというふうに思っております。 

 今後、そういったことにならないように、市としてもいろいろな誘客等々を含めて対応をして

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  どうもありがとうございます。 

 この場で破綻した場合の発言に関しては適当でないとお話をされましたが、やはりいろんな可

能性について考慮しておくことが大切かなと思いますので、そこに関しては、行政の仕組み上と

いいますか、イルカパークがどのようになるのかみたいなことをお伺いしたいんですけれども、

それも難しいでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ただいま申し上げますように、市といたしましては、今後、こ

のイルカパークが、これは観光の大きな拠点の一つでございますので、そういったことにならな

いように、繰り返しですが、誘客等々を努めて、そういった事態にならないようにもしていきた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  では、なった場合のケースにどう対応するかということは、今の

時点では考えていないということでよろしいですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  森議員の御質問でございます。 

 たらればというのは、想定質問というのは、お答えすること自体遠慮をするという、思ってお

りますけれども、ただ、市のイルカパークは、市の所有でございます。したがいまして、その指



- 107 - 

定管理がどうなるということにかかわらず、最終的に市が経営をしていくということになります。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁をどうもありがとうございます。 

 それでは、２つ目の質問に移らせていただきます。 

 先日、行われておりました壱岐産業と壱岐市、また白川博一市長との裁判の中で、代表者の信

頼がなくなれば、会社が信頼できない、だから指名を外したと、白川市長が法人と個人は同一と

いう趣旨の発言をされておりますが、１２月議会では、壱岐パークマネジメント代表高田氏の税

金滞納が発覚し、指定管理を受託する資格がないのではないかという議論の中で、法人と個人は

別物という発言をしていました。この２つの発言は矛盾しており、裁判で白川市長が発言した法

人と個人は同一という言葉にのっとると、代表の高田氏は税金を滞納した壱岐パークマネジメン

トは指定管理を受託する資格がないことになります。これについて、この矛盾について、市民の

皆様が納得できるように簡潔に説明をお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の法人と個人を同一と捉えるかどうかの認識の御質問に

ついてでございますが、私のほうから、イルカパークの指定管理のことについてまずはお答えを

させていただきます。その後、市長からの御答弁となります。 

 イルカパークの指定管理の応募資格に関しましては、これまでも繰り返し申し上げております

が、募集要項において、応募資格として個人ではなく法人その他の団体であることとし、個人で

は応募資格でないことをしっかりと明記しております。 

 その上で、市税及び各種使用料等の滞納がない団体であることとしており、提出いただいた納

税証明書により滞納がない法人であることが確認できましたので、資格を有する法人として申込

書を受理し、指定管理者選定委員会の審査を経て、議会に議案を提出し、議決を頂いたところで

ございます。 

 なお、今後、これはもう全般的なお話といたしまして、指定管理の指定に係る公募を行う際に

は、応募をされる法人の代表者個人に係る納税についても確認できるように、代表者個人の納税

証明書も添付するように対応したいと考えております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  森議員の御質問にお答えをいたします。 
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 私が裁判の中で、法人と個人は同一という趣旨の発言をしているが、壱岐パークマネジメント

の指定管理については、個人と法人は別物と言っていることは整合性がないと、どういうことか

ということでございます。 

 森議員の御指摘については、１０月５日の証人調書のことだと思っておりますが、確かに原告

代理人の代表者個人と壱岐産業という法人は別物じゃないですかという質問に対し、私は代表者

だと思っておりますと答え、さらに代表者だけど、別物じゃないですかとの問いに、代表者に信

頼関係がなくなれば、やはりそれは会社が独り歩きするわけではありませんのでうんぬんと、そ

の文のみを切り取りますと、代表者と法人は不可分と言っているように取れますけれども、これ

は、質問と答弁の流れの中の受け答えでありまして、今回の指名回避の私の主張は、代表者個人

に対しては、私に対する誹謗中傷による信頼喪失、会社に対しては経営不安と、それぞれ別の理

由によるものであって、代表者の発言のみをもって、個人と会社を同一視したものではありませ

ん。 

 判決文においても、代表者に対する私の主張、法人に対する私の主張に対し、別々に言及がな

されております。さらに申し上げれば、今回の壱岐パークマネジメントの指定管理については、

私が個人と法人を同一と見ている、見ていない。あるいは発言が矛盾しているというようなこと

ではなくて、本質的に申しますと、法的にも個人、すなわち自然人と法人は別ということが法的

に明確に定められておりまして、代表者個人と法人は別だということが明白であるということを

申し上げておきたいと思います。 

 このようなことから、イルカパークの指定管理については、ただいま企画振興部長が答弁いた

しましたとおり、応募資格は個人ではなく法人であることをはっきり明記しており、法人として

未納があれば資格はないことになりますけれども、法人としてその応募要領に沿った納税証明書

等を添付している以上、資格に問題ないと思っております。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁どうもありがとうございます。 

 まず白川市長の御答弁の内容についてですが、僕も法人と個人とは別物だというふうに基本的

に認識しております。なので、今の御答弁の内容に違和感はなかったんですけれども、その以前

の発言の中で整合性が取れない部分があったので、今、お話を聞かせていただいてどうもありが

とうございました。 

 戻りまして、中上部長に御答弁していただいた、今後は代表について納税確認をするというこ

とですけれども、今回に関しては、しょうがないというか、今回に関してはしょうがないけど、

次は気をつけますというお話ということですよね。はい、分かりました。ありがとうございます。 
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 それでは、次の３つ目の質問に移らせていただきます。 

 １月ですかね、１月の議会の中で、僕の質問に対する白川市長の御答弁の中で癩癩ちょっと待

ってください。ごめんなさい。１月の議会の中で私が白川市長に対して質問させていただいた内

容で、今回は壱岐産業に対する損害賠償金を支払いましたが、従業員の方々で壱岐産業の倒産に

よって職を失った方もいらっしゃいます。そういう方に対する賠償はどう考えていますかという

質問をさせていただいたところ、白川市長の御答弁の中で、今回の金額の中に、今回の判決の損

害賠償の金額の中に含まれていると思っているという御答弁がありました。 

 その後、改めて判決文を読んだんですけれども、やはり判決文の中に、その損害賠償の金額の

内訳として、従業員の失職に対する賠償というのは含まれていなかったように思っております。

それについてお考えを教えてください。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  森議員の３点目の御質問にお答えをいたします。 

 １月２４日の市議会１月第２回会議において、森議員の御質問に対し、従業員の方々に対する

補償、そういったものは、営業の中で、原告の請求の中で私は入っているものと思っております。

それを含めたところで、今回の損害の決定がなされたと思っているところでありますという趣旨

の答弁をさせていただきました。 

 これについて改めて補足をさせていただきますと、今回の民事訴訟において、裁判所が認める

事実及び理由の中に、原告の主張内容として、原告に逸失利益、信用棄損及び弁護士費用の合計

２,０４７万４,７８５円の損害を与えたと主張して、損害賠償を求める事案であるとされている

ものであります。 

 この２,０４７万円のうち、逸失利益に係る部分の内容及び算出根拠等について、原告、被告

双方が主張を繰り返し、その結果として裁判所の判決が出たものであります。 

 当方といたしましては、当該裁判の中で弁護士とも協議を重ね、多くの資料を準備し、原告の

主張に逸失利益の算定期間の根拠はないことや、当時の営業キャッシュフローの状況など、当方

としての主張を行ってきたところでありますけれども、その細部に至るまで、この場において御

説明を申し上げるには限界がございます。 

 市議会並びに市民皆様への御報告の中でも申し上げてきたところですが、刑事訴訟も含め、約

５年にわたる訴訟の過程において、細部に至るまで誠心誠意御説明を申し上げてきたところであ

り、これまでの全ての内容を精査された結果として、今回の判決が出されたものであります。 

 判決書の中には、従業員に対する損害賠償額というのは明記されておりませんが、私としまし

ては、原告の請求の中に含まれるものと考えているところであります。 
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〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁ありがとうございます。 

 今の白川市長の御答弁は、私の法律の理解とはちょっと間違っている部分、食い違っている部

分がありますので、それについてちょっとお話しさせていただきます。 

 基本的に、その裁判であったりというものを争うときは、被害が損害があったほうが訴えない

といけないんですね。今回の場合というのは、壱岐産業さんが、今お話しされた逸失利益という

ものがあったということで、白川市長と壱岐市を相手に損害賠償請求をされておりますが、一般

的に従業員の方の逸失利益、失職してしまったことによって損害が発生したというものに関して

は、一般的に従業員の方が訴訟を行わないといけないんですね。 

 なので、企業とかでそういったことが起こったときというのは、その労働者の団体を作ったり

して訴訟をしたりするんですけれども、今回それが行われていないので、僕の理解としては、壱

岐産業さん、法人に対してが、かぶった損害に対しての訴訟だったというふうに捉えております。 

 実際に今のところは、その従業員の方たちが失職したことによって、損害が幾らだということ

を壱岐市には請求をしていないと思うんですけれども、今回、判決が下されて白川市長に責任が

あったということで、損害賠償に幾ら払いなさいよという命令があったわけじゃないですか。そ

の判決によって、やっぱり逸失利益に対して白川市長あるいは壱岐市に対して責任があったとい

う判決になったと思うんですけれども、であれば、その壱岐産業さんが倒産したことによって従

業員の方が失職して、それによって逸失利益があったというふうに考えるのが妥当だと思うんで

すね。 

 今のところまあ請求されていないと思うんですけれども、論理的に考えたときに、恐らくその

壱岐産業さんの倒産によって従業員の方が失職して、そこに逸失利益が発生したということは大

いに考えられると思いますので、そこに対してどう考えるか、損害賠償をするつもりがおありな

のかであったりだとか、後は、例えばその従業員の方から損害賠償請求を行われない限りは払わ

ないよ。またそこで裁判しましょうみたいな話なのかということをお伺いしたいです。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  追加の御質問にお答えいたします。 

 ここに１０月５日の本人調書というのがございます。これ原告の、先ほどは私の調書から森議

員はおっしゃった、それと同じものがここにございます。この原告御本人の本人調書の中に、

２か所、従業員のことに言及されております。その内容を読ませていただいて、まさに今、森議

員がおっしゃったこと等々についてもございます。そういったこともございまして、ただいまの

答弁になったわけでございますけれども、私は、その従業員の方についても、この内容を読んで
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従業員さんのことを含んだ上での請求であったと考えているところであります。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ちょっとよく分からなかったんですけれども、従業員さんのこと

を考えた金額になっているということは、その壱岐産業さんに対して損害賠償が支払われて、そ

の損害賠償の中から壱岐産業さんは、失職した従業員に対してお金を割り振るということでしょ

うか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  私は、この本人調書、これを読んで、そういうふうに私が感じたと、そ

う思っているということでございますので、これはあくまで私の考えといいますか、この本人調

書からもらったことでございまして、今、森議員が言われる詳細なことについては、私は考えて

おりません。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  白川市長がおっしゃることは多分、分かったかなというふうに思

います。ただ、僕の意見と食い違っている分というのは、損害賠償というものは、損害が発生し

た側が告訴しないと争えないものなので、入っていないというふうに考えるのが妥当かなという

ふうに僕は感じておりますが、白川市長は、その調書を読んで、この中に入っていたと思ってい

るということですよね。分かりました。はい、ありがとうございます。 

 それでは、最後の質問に移らせていただきます。 

 今回、議案で市長の裁量権の逸脱濫用行為により、壱岐産業を倒産させたことの道義的責任を

取り、給料１０％を減額するという議案を提出されておりますが、壱岐市の懲戒基準にのっとる

と、先日の議会でもお話させていただきましたが、部下が、一般職員が同じことをした場合は免

職あるいは停職、また役職が高い人間、職責の高い人間に関しては、さらに重い処罰というふう

に書かれているにもかかわらず、責任の取り方を１０％の減俸という甘い措置にした理由があれ

ば、お聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  森議員の４つ目の質問でございます。 

 まず、壱岐市職員の懲戒処分に関する指針については、任命権者、いわゆる市長が地方公務員

法第２９条に規定する懲戒処分に付すべきものと判断した事案について、代表的な事例を選び、

職員の懲戒処分を厳正かつ公正に行うため、標準的な処分の量定に関する基準を定めたものであ

ります。 

 職員の非違行為に関しては、懲戒権者が、これ首長でございますけれども、この指針に基づき、
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非違行為の動機や態様、状況、結果、懲戒対象者のこれまでの処分歴、非違行為について、故意、

過失の程度、他の職員や社会に与える影響等を総合的に判断し、処分を決定いたします。 

 なお、御指摘のように、非違行為を行った職員が、管理又は監督の地位にあるなど、その職責

が特に高いときなどは、標準例に掲げる処分の種類より重くなる場合もございます。 

 このことにつきましては、１月２４日の市議会１月第２回会議において、総務部長が答弁を申

し上げたところでございますけれども、この壱岐市職員の懲戒処分に関する指針につきましては、

地方公務員法を根拠法令として定めているものでございまして、地方公務員法第４条第１項に、

この法律の適用を受ける職員は一般職に属する全ての地方公務員と規定されております。同条

２項には、特別職に属する地方公務員には適用しないと規定されております。このことから懲戒

処分に関する指針は、特別職である市長には適用されないということでありまして、地方自治体

の首長に懲戒処分を行う根拠規定はないということを改めて申し上げたいと思います。 

 そのようなことから去る２月１０日、今、森議員が御指摘であったようでございますけれども、

市議会２月会議において、議員各位並びに市民皆様に対し、私が考えた４つの責任について御説

明を申し上げたところであります。繰り返しになりますけれども、１つに刑事的責任、２つに民

事的責任、３つに道義的責任、４つに政治的責任であります。 

 このうち、自治体の首長として市政に混乱を招いた道義的責任を明確にするため、３月会議に

おいて、しかるべき議案を提出する予定であるということを申し上げたところでありまして、今

回、壱岐市長の給与の特例に関する条例の制定に係る議案を提出したところでございます。あく

まで自らの判断による減給措置であるということを御理解いただきたいと思っております。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁どうもありがとうございます。 

 先ほど、その法的には、特別職には適用されないというお話をされておりましたが、適用して

はいけないのではなくて、適用されないのと適用してはいけないのとまた違うと思うんですね。

言っている意味は分かりますかね。 

 要は、今回、白川市長は、御自分でその責任を取るというお話で、道義的責任を取るというお

話で減俸１０％を提出されているわけじゃないですか。先日のお話の中にもありましたが、政治

的な進退をどうするか悩んだというお話もありましたし、その中で、今回御自分でその責任の取

り方の重さの度合いというものを決められていると思うんですね。 

 例えば、これもちょっと質問ですけれども、もし建設部長が今回この入札で非違行為があった

という場合というのは、恐らく壱岐市の懲戒基準と照らし合わせると、免職になるのかなという

ふうに思うんですけれども、そういった壱岐市の基準に照らし合わせたときに、この処分になる
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というものを自分、御自身に適用しなかった理由というものをお伺いしております。よろしくお

願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  ただいまの建設部長だったら免職になると。それは何をもってそう言わ

れたのかと思っております。これは民事裁判でございます。刑事ではない。罰則ではない。まず

そのことを申し上げておきます。 

 そして、私は、先ほど適用しない、してはいけないということではないということですけれど

も、適用しないというのは、しないということだと思っておりますし、当然そういうことで、先

ほど非違的な事例、非違的行動した場合の全国の事例等々を、全国の事例を参考にしてその量定

を決めると申しましたけれども、その例が私は恐らく適用された市長はいないんじゃないかと今

思っているところであります。もしあったらお知らせ願いたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁ありがとうございます。 

 市長は、その刑事的責任とその民事のお話を、もちろん分かれているんですけれども、分けて

お話をされておりますけれども、民事その裁判においては、その国家賠償法違反というものが明

確に判決で出ているじゃないですか。そこに関して、例えば一般職の人間だった場合というもの

は、今回と同じような判決が出たときというものは、壱岐市の懲戒基準に照らし合わせて免職だ

ったり停職にはならないという認識でよろしいですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  森議員の御質問にお答えします。 

 処分ということにつきましては、先ほど、市長もずっと説明をしておりますけれども、根拠規

程というのがいるわけですね。結局、処分権者、だれが処分をするのか、そういうことに基づい

ての決定になりますので、できるとか、しないとか、そういうレベルのものではないと思ってお

ります。 

 特別職の地方公務員について、処分ができないということはないと思います。現に地方自治法

施行規程の中にその条項はございます。ただし、その条項の適用を見た場合においても、市長、

その自治体の首長に対する適用根拠部分はないということで、現在、市長に対する処分規程とい

うのは見当たらないとが、見当たらないというよりもないということでお答えをさせていただき

たいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。 

 昨日の議案質疑の中でも議論、質問と御答弁がありましたけれども、今回のケースというもの
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を全国の自治体に照らし合わせたときに、このぐらいにするのが適当じゃないかという御判断と

いうことでよろしいですかね。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  そういうことではなくて、自らの責任で、いわゆるこのことを忘れない

と、任期いっぱい忘れないということで、２４か月の１０％減額を提案したところでありまして、

これはあくまで私の判断でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御答弁ありがとうございます。 

 もちろん、昨日もいろいろ質疑と御答弁があった中で同じ話を聞いているんですけれども、そ

の私の判断をするに至ったその判断の考える材料として、その全国の自治体の似たケースという

ものがあったということではないんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  全国のものを参考にしたとか、そういうことはございません。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  分かりました。どうもありがとうございます。 

 それでは、僕の一般質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

〔森  俊介議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって森俊介議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時５０分といたします。 

午後１時36分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時50分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、４番、山口欽秀議員の登壇をお願いします。山口議員。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ４番、山口欽秀が一般質問を行います。 

 まず、ロシアの政府のウクライナ侵略、これは主権尊重、領土保全、武力行使の禁止を義務づ

けた国連憲章、国際法に違反する重大な犯罪であると考えます。戦後、国際社会の平和秩序を破

壊する行為であり、許されるものではないと考えます。 

 また、プーチン大統領が核攻撃を辞さないという点でも許されません。ロシアは即刻ウクライ
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ナからの撤退をすべきだと考えております。 

 この危機を乗じて、核の共有の議論が国内で起きている動きに疑念を感じております。核に対

して核で応える核戦争につながる考えであり、日本国憲法非核三原則を持つ日本国としては、あ

ってはならないと考えております。 

 平和的解決を求め、世界の反戦平和の世論を広げ、ロシア軍のウクライナからの撤退を求めて

一般質問に入っていきたいと思います。 

 まず、一般質問で２つの点がありますが、１つ、健やかな子どもの成長、豊かな教育の実現の

ための支援について質問をいたします。 

 コロナ感染の広がり６波の中で、小学校、保育園、感染者が多く出て、子供たちも含めて先生、

保育士さんたちの苦労は大変だというふうに考えます。 

 こんな中で先生方、そして子供たちの生活、安心して学校生活が送れるように支援するのが政

治の責任であると考えております。 

 とりわけ、先生は日々の子供の触れ合いの中で問題のある子と向き合い、また保護者とも向き

合って相談事等に応えていく大変な悩みも抱えながら、ストレスを抱えた生活が一層このコロナ

禍の中で増えているというふうに考えるわけです。 

 全国的にもいって、先生が病気で休んでいるという状況が年々大きく広がっているのが現状で

す。平成２８年のデータしかありませんが、全国で７,０００人を超す休職者があって、そのう

ちの４,８００人を超す、半分を超す先生が精神疾患で休んでいると、このような状況でありま

す。 

 一旦休んだ場合、復職する癩癩なかなか難しい。復職した方は３８％程度にとどまっている。

引き続き休職が４４％、退職した方は１８％と、このような実態に学校の先生は置かれているわ

けです。 

 このような状況の中で、先生たちへのきめ細かな丁寧なフォローが求められている場合が多い

と感じるわけであります。その点で、先生への支援についてお聞きします。 

 その１つの例として、昨年壱岐に新任として赴任された方が、県の研修会で悩みを打ち明けら

れて、その後、本人と学校長が教育長に呼ばれて事情を聞かれたと。その後、本人が入院あって

学校を休んでいる状態が続いていると、このようなことが聞き及んでおりますが、この先生への

教育委員会としてのフォローです。 

そして、これまでの対応での問題点や反省すべき点、このようなことがあると考えますが、どの

ようなお考えでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ２番、３番もどうぞ。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  続けてですか。 
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○議長（豊坂 敏文君）  はい。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  できたら１問ずつお願いしたいですが。 

○議長（豊坂 敏文君）  いえ、３問までいきます。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  そうですか。 

 ２点目、これは先日行われた市のＰＴＡ連合会の皆さんとの懇談の中で出された問題でありま

す。 

 平成３０年度からいきっこ留学生の制度が始まっております。それに関わることで、年々いき

っこ留学生が増えております。それに関わって、いきっこ留学生が初めての壱岐に来て、初めて

の学校で戸惑いながら様々な問題にぶつかりながら学校生活をしているわけですが、やっぱり留

学生が朝来れないと、そういう場合には担任の先生が家庭に行くというようなことがあって、学

級の生徒を取り残していくと、そういうことがあるそうです。 

 多分代わりの先生が見るでしょうけども、そういう大変な状態が起きているという状態を聞き

ました。このような状況で、いきっこ留学生の受入れはいいんですけども、それなりの問題点、

今回だと令和２年は３０人、令和３年度は３９人と、このような受入れですので、ここの中で起

こっている問題点と、それに対して教育委員会がどのような対応をされているかということをお

聞かせください。 

 それから、３点目であります。女子児童生徒に関わる支援であります。 

 コロナの広がりの中で、経済的な苦しい生活が増えている家庭が多いわけでありますが、その

影響が保護者の生活だけではなくて、子供の生活にも影響が出ている。その一つの問題として、

生理の貧困がこの間言われています。生理用品の購入ができずに、交換の回数を減らす、トイレ

ットペーパーで代用するといったことが起きているということで、支援の輪が広がっております。 

 子供たちが安心して通学できるように、女子のトイレの個室に生理用品を置く学校も広がって

いるわけであります。教育委員会としてこの生理用品のトイレ設置について、検討されたという

ふうに聞いておりますので、どのような検討がなされて、どのような結論になっているのか、お

聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口欽秀議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  ４番、山口欽秀議員の質問にお答えをいたします。 

 １つ目の質問は、壱岐市に赴任した新任教師のことですが、この新任教師は現在長崎市の自宅

から通院加療をしております。１０月に、次年度に向けての人事異動に係る意向調査を連絡を取

り、実施をいたしました。 

 本人からは、「地域間移動はしたくない。現任校で勤務年数を満了して長崎に帰りたい」、そ
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う明確に書いてまいりました。気持ちが不安になるときも時々あるが、健康を回復して職務に復

帰したい気持ちを強く持っています。 

 気持ちを切り替える区切りとして、３月３１日までは休んで、４月１日から復帰するよう準備

をしているとのことでした。３月１日に電話をしたときも、声も明るく、はきはきと答える様子

は、健康の回復ができたと感じました。 

 一昨日の３月７日には、本人から復職願の文書が届きました。４月１日から復職をしたい。

２名の医師の診断書も具備されておりましたので、壱岐市教育委員会は手続を滞りなく進め、

４月１日からの復帰に対応しております。 

 学校における業務の内容等についても。「負担過重にならないよう人材を配置して、復帰でき

る条件整備も整えております。 

 壱岐市教育委員会と学校は、連携して将来ある若い教職員を育てていくため、誠実に対応して

まいります。 

 議員がおっしゃる経過とかいろいろなことは、個人のプライバシーに関わりますので、この場

では取り上げることはできないと思いますので、いろいろお尋ねになるときには、私のほうに直

接来ていただいて、物事を進めていきたいと考えます。 

 ２つ目の質問ですけども、いきっこ留学制度は、お話のように平成３０年９月から開始し、こ

れまで延べ９４名の留学生を受け入れました。特に、３つの留学タイプを用意した特色あるこの

取組の中でも、里親留学を希望する方には、特段の配慮をしてきております。 

 つまり、親子留学とか孫戻し留学で来られた方は、ほとんど予定の年数までしっかり留学をし

てお帰りになります。里親留学生は、初めが１名、次の年が１３名、次の年が１５名、今年度が

１７名と、延べ４６名を受け入れております。 

 壱岐市のこの制度の特徴は、年度途中からでも留学希望をされて、いろいろな事情をお持ちの

場合は、お話をしっかり聞かせてもらい、その都度対応をしております。設定した募集期間を過

ぎての問合せや年度途中からの留学の希望にも誠実に対応し、事前に見学をしていただき、学校

とか里親のところを実際に親子で目で確かめていただいて、対応する職員が案内をする中で、自

分たちで学校も里親宅も決めてもらうという方法を取って、長続きできる里親留学を目指してお

ります。 

 当初の担当職員のみでは手いっぱいになったことから、市の力を借りまして地域おこし協力隊

として離島留学コーディネーターを募集し、令和２年２月に配置をいたしました。 

 ちょうど丸２年、その業務に当たっていただいておりますが、この離島留学コーディネーター

がなす主な業務は、１つ、情報発信業務、２つ、いきっこ留学の事前見学の対応、３つ目に、留

学生等関係者を含むケア及び調整、４つ目に新規里親の開拓、この４つを主な業務にしておりま
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す。 

 支援体制としては、離島留学コーディネーターを主担当として、特に先ほどから申しますよう

に里親留学の児童生徒の壱岐での生活の相談相手、学校と里親、実親との連絡調整を実施してい

ます。 

 また、留学生が在席する小中学校においても、定期的に連絡や訪問を行い、関係教職員との連

携を図っています。 

 お話のように、慣れない環境で学校生活を始める留学生が安心して留学生活を送ることができ

るよう努めているところですが、御指摘のようにこの里親留学で来られる子供さんたちは、いろ

いろな事情を抱えた子供たちが約半数おります。 

 これまで学校になかなか行けない、足が遠くなっている、条件を変えることによって、この子

の大事な中学校生活等を取り戻したいと、そういう親さんたちの思いをお聞きすると、何とか預

かって壱岐市の学校で取り戻してほしいという思いになって取り組んでおり、学校のほうにも少

し負担はかけていると思いますけど、一緒に育てましょうと、そうすることで壱岐市のとてもよ

い宣伝になりますということで、お互いに力を寄せ合って進めております。 

 大変御迷惑はかけていると思いますが、教育委員会としても精いっぱい学校の状況も聞きなが

ら、せっかく来ていただいた留学生ですので、よい印象を持って帰っていただきたいと。 

 前に議会でも答弁しましたが、壱岐市の学校については何の文句も言われませんでした。でも、

里親宅はやはりどうしても生活の違いが、文化の違いがあって、その辺でなじめなかったという

のが途中でお帰りなる場合の原因になっていると受け止めております。 

 ３つ目の質問ですけども、生理用品の女子トイレの設置については、テレビ等の報道にもよっ

て私どもも承知をしているところで、このことを受け、壱岐市教育委員会では各学校に聞き取り

も行っております。 

 また、幸い中学校は２名の女性校長がおりますので、そういった意味では子供の気持ちに寄り

添った形でのいろいろなことを話してもらっております。今のところ、保健室に数種類の用品を

準備しておりますので、子供たちには急な対応が必要になった場合は、保健室にもらいに行くよ

うの指導は、かなり徹底ができていると伺いました。 

 学校のほうからも、今のところ特段買えないとか、準備が遅かったとか、そういう報告は受け

てはおりません。 

 しかし、議員がおっしゃるように、今後家計への状況が苦しくなったり、安心感が持たれない

学校生活の中で、ちょっとした不始末等が起こることがあってはなりませんので、観察等を丁寧

に行いながら、学校と市教委の連携の中で適切な対応を心がけ、この問題については対応ができ

ると考えておりますので、今のところトイレに常備生理用品数種類を置くというところまでの考
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え方には、至ってないことを申し上げます。 

 先ほど申しますように、中学校においては特に保健室だけではなくて、各学年に女性の教諭が

配置されておりますので、その担当者がその用品等は具備しており、各階等で必要なときには対

応できるような姿勢は取っております。 

 以上でございます。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  第１点目ですが、先生たちも大変な中で日々苦労していらっしゃ

る。そういう中で、いろいろ悩みもある。それに対してストレスをためていって、病気になる先

生もいるわけです。 

 そういう中で、ここ１つ挙げたその先生の例ですが、やはりきちっとした寄り添う形での対応

が初期から必要ではないかなと。何か急な問題で対応されるのではなくて、やっぱり先生の状況

なりをきちっと踏まえた上での対応がなされることが、問題を大きくしないことにつながるんで

はないかなというふうに私は思うわけです。 

 そういう面で、この先生のやっぱり最初久保田先生が教育委員会に呼ばれて聞かれたと、そう

いうようなことから始まっているわけですが、その後、休まれ始めて長崎に帰られて、今聞かれ

ると電話でというようなことですが、直接会って本人の状況とか、そういうフォローというか、

温かいフォローというのはなかったんだろかと。 

 そして、今後４月に復帰されるということですが、なかなか長期に休むと苦しいかなというふ

うに思うんですが、何か特に対応を考えられていると、支援するということがあるのか、その点

をお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  教育長。 

○教育長（久保田良和君）  議員がいろいろお考えになるのは分かりますが、物事には経過、事実

があるわけですね。その事実について十分把握できるわけがないわけで、把握しないでお話を進

めていただいているところがあるということは、御承知ください。 

 先ほど言うように、プライベートに係ることですので、私のほうとしては特段言いにくいとこ

ろがあります。ただ、一つ今言われた直接会うことは、向こうのほうが拒まれます。それも本人

ではなくて、お家の方が拒まれます。そして、最初に長崎にお帰りになるときも、本人が帰りた

いと言ったわけではないんです。保護者が帰してくださいという言い方からスタートしておりま

す。 

 こういった形の部分が今大学まで自宅から通うとか、恵まれた生活をした方の中の態勢の弱さ

といいますか、あるいは最初からこういう島に来る気持ちがなかったとかいうようなことと、ど
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こかつながっていろんな状況は起こったと、複合されていると捉えておりますので、それ以上は

ちょっと詳しくは申し上げられませんが、お話のように４月１日からしっかり復職できるように

連絡を取りながら、先ほど言う条件整備をして進めているということを理解ください。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  人様々な境遇の中で、いろんな思いがあるということをしっかり

受け止めていただくというか、その点でやっぱり新任の先生への対応、今後も新任の先生が壱岐

に見えると思いますし、現職の方も日々教育活動の中で悩まれることも多いわけですから、教育

委員会としてやっぱりこの寄り添う形でぜひ接すると、そして育てると、そういう立場でフォ

ローしていただくことを強く求めて、第１点目の質問を終わります。 

 ２点目、いきっこ留学生の実情についてもお話し頂きましたが、コーディネーターが２人いら

っしゃるということですが、特に里親留学の人数がかなり増えている。 

 その分、いろんな思いを持った子供がいるということですので、そのコーディネーターの情報、

事前、特に僕はケアをどうしていくかというところで必要な手当てが、やっぱり１５人、１７人

と増えているわけで、もう少しこのコーディネーターを増やして、それから特別支援だったらそ

の支援員をきちんと置いて、対応するというふうなことがなされるわけで、やっぱりもう少し実

情に合わせた形でのコーディネーターの増員を含めてできないのか。 

 ある学校で言うと、そこにいきっこ留学生がいるかどうか分かんないんですけれども、「その

１０人を満たない職員の中で、２人もその出張なんか抜けると、もう学校は大変だ」と、「残っ

た先生は」と、そういうふうなことが言われるわけですから、やっぱりこのいきっこ留学生が何

かで悩んで、家庭訪問するというようなことでの原級クラスがおろそかにならないような、やっ

ぱりそういう気配りの支援が必要だと思いますが、そのあたりの検討どうでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  教育長。 

○教育長（久保田良和君）  いきっこ留学のコーディネーターについての増員についてのお考えも、

ありがたく受け止めております。実は、ちょうどこの３月から残り１年の任期に差しかかってお

りますので、その後はぜひ続けてほしいという気持ちと、加えて、増員できればもっともっとい

いいきっこ留学制度の整備につながると考えておりますので、次年度のときにまたそういう要求

をしましたときには、ぜひ御賛同頂いて、この運動の取組に御協力頂けたらありがたいと思いま

す。 

 ただ、後段にお話になりました学校の教職員の数は、もうこれは決まっておりますので、小規

模校の学校における教職員の出張等についても、二重、三重にならないように、しかし年休とか

等は突発に起こったりしますので、そういう中でも適切な子供の教育が確保できるように、学校

と連携を取りながら進めてまいります。 
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○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ぜひ状況に合わせて支援を手厚くして、学校の先生も原級クラス

を丁寧に見られるし、里親に来た子もやっぱりきちっと壱岐で生活して、学校生活が元気に送れ

るようにという体制、気配りをぜひ強めていっていただきたいというふうに思います。 

 それから、３点目でありますが、検討はされたと、しかし保健室や職員室に置いてあるという

ことでありますが、なかなかこれ微妙なっていうか、気楽に「くださいよ」とか、あるふうなこ

とではないというのがね、やっぱりこの女子生徒の生理の生理用具の問題であるというふうに思

うわけですけれども、それはそのお金がないとか、家庭の経済状況についてもあまり触れられた

くないと、そういう状況もあるわけですから、そういう意味では、その個人のプライバシーに関

わるような状況が、やっぱり深刻に子供たちの中にあるという受け止めが、今のコロナの感染拡

大の中で必要ではないかなと思うんですね。 

 今までどおり保健室にあるよ、それで必要だったら取りにおいでというような対応から一歩進

んで、やっぱり全国では気楽に、安心して学校に行って、もうトイレに行けば必ずそこにあると、

そういう安心感が求められると思うんですよ。 

 家庭によっては男親もあって、男親にとってはなかなか理解ができにくい内容ですのでね、な

かなかその生理用品を買ってと、そういうことも言えないというような、いろんな子供たちの悩

みや不安を取り除くためにも、生理用品をトイレに置くということが全国的な流れなんだと思い

ます。 

 これは、最近言われているジェンダー平等の点から言っても、トイレットペーパーは無条件に

置いてあるという、やっぱり女性にとっては同じような位置づけにもならないでしょうか。そう

いう意味で、検討はされて、残念ながら設置に至ってないということですけれども、設置の方向

でもう一回金銭的に大きな財政負担になるというふうには思わないし、例えばその災害避難所で

の物資の中に、生理用品はあるんでしょうか。これちょっと聞かせていただいていいでしょうか。

災害の避難の備蓄用品の中に、生理用品は置いてありますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  すいません、備蓄用品の中に生理用品の項目が今カウントされてお

るかどうか、今ちょっと即興では答えできないと思いますけども、そこら辺も今後考慮しながら、

対応しなければいけないと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  壱岐市では分からないということですけども、ほかの自治体では

その避難したときの備品の中に、生理用品はちゃんとあるそうですので、それを有効利用してい

る自治体もありますので、ぜひその子供たちがどういう生活をしているか、どういう思いなのか
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というのをね、やっぱり受け止めていただくというのが大切かなと。 

 今回、私がこの第１点目に健やかな子どもの成長、豊かな教育の実現、そのためには、ちょっ

としたやっぱり配慮、ちょっとした思いやりをもとに接することでできることも多いんじゃない

かと、そういう実態を見ていただいて、今後の予算の中での審議にも私も声を上げていきたいな

というふうに思っている次第です。何かありますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  先ほど山口議員から御質問を頂きました生理用品につきましては、

現在市のほうでは７,２００枚備蓄をしておるところでございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ありがとうございました。財政的にいろいろということであれば、

そのあたりをちょっと利用して、１回試行的にやってみるとか、そういう点もお考えにしていた

だけると、と思いますので、よろしくお願いします。 

 じゃあ、大きな２点目について質問をいたします。 

 壱岐市は、ＳＤＧｓを推進するということで、さまざまな施策をしております。その中で、ど

の、特に第３次壱岐市総合計画等を見ても、人口減少対策にどうするかということが書かれてい

るわけであります。その人口減少をどう止めなければ、やっぱり壱岐のその労働人口とか、それ

から経済とか、かなり落ち込むわけですけれども、人口減少対策、特に白川市長が進められる人

口減少対策をコンパクトに報告お願いできますか。すいませんが、お聞かせください。お願いし

ます。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  山口議員の人口減少対策についての御質問にお答えをいたしま

す。 

 本市の人口減少対策といたしましては、その計画としてただいまお話がございました第３次壱

岐市総合計画を人口減少問題の克服と地方創生を主眼としたまち・ひと・しごと創生総合戦略の

計画を取り込んだ計画といたしまして、ＳＤＧｓの基本理念である「誰一人取り残さない協働の

まちづくり」をスローガンに、人口問題、そして地域経済の活性化、多様化する市民ニーズへの

対応など、多くの課題解決に向けたそれぞれの目標を掲げ、この人口減少対策を市政の最重要課

題として取り組んでいるところでございます。 

 具体的な取組といたしましては、人口減少対策の大きな要素の一つである雇用の創出について

は、午前中に土谷議員の一般質問にもありました有人国境離島の施策の中で、雇用機会拡充事業

として、平成２９年度から令和３年度まで、現在２１９人の雇用が確保されており、さらに本事
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業の中でも、テレワークを活用した事業も上がってきております。令和４年度以降も引き続き取

り組んでまいります。 

 また、新卒者やＵＩターン者などの市内企業への就職の促進を図るために、市内に就職をされ

た本人に対し、奨励金を交付する壱岐市就職奨励金や、新卒者ＵＩターン者等を雇用した企業に

対し、補助金を交付するふるさと就職支援事業補助金、また昨年８月には高校教員向けの市内企

業訪問を、１１月に高校生向けの市内企業説明会を実施するなど、若い世代が本市に残るＵＩ

ターン者が、本市で就業するきっかけづくりを引き続き推進をしてまいります。 

 また、人口減少対策としては、結婚して子育て環境の充実も大きな要素の一つでございますが、

このうち未婚化及び少子化への歯止めをかけるための婚活事業につきましては、これまで触れ合

い交流事業として婚活イベントなどを実施いたしておりますが、特に令和２年度と令和３年度は、

コロナの影響などによってイベントなどが制限をされ、思うようなイベントの実施ができない状

況にあることから、令和４年度については、その内容を見直し、新たな取組として商工会女性部

が中心となり、婚活を支援する壱岐島縁結びサポート事務局が専門アドバイザーに委託して実施

する月１回の結婚個別無料相談会に市も参画をし、長崎県婚活サポートセンターとの連携を図り

ながら、成婚までのきめ細やかなサポートに取り組むことといたしております。 

 また、今後はマッチングアプリを活用した婚活支援についても研究をしてまいります。 

 このほか、成婚奨励金や壱岐市結婚新生活支援事業など、結婚支援について引き続き取り組ん

でまいります。 

 次に、移住定住対策といたしましては、特に住居対策が求められることから、島外通勤等の交

通費の助成、そして移住者の方の住宅取得、そして移住費用の支援を、そして空き家の改修補助

など、定住促進事業として令和３年度においては９事業、約２,３６０万円の補助を実施するな

ど、施策を展開し、現在までに４０４人の移住、定住が実現をしたところでございまして、本事

業についても、引き続き取り組んでまいります。 

 このほか、ワーケーションや逆参勤交代などの新たな発想での関係人口を増加させる取組など

の施策についても、引き続き積極的に取り組んでまいります。 

 人口減少対策は、議員お話のように、幅広い分野に関連をしていることから、今後も長崎県を

はじめ関係機関や団体等と連携を図り、人口減少対策に取り組んでまいります。 

 子育て支援の観点の分につきましては、市民部からの答弁になります。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  そうですか。手短にちょっと時間、どうぞ、すいません。 

○議長（豊坂 敏文君）  石尾市民部長。 
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〔市民部長（石尾 正彦君） 登壇〕 

○市民部長（石尾 正彦君）  ４番、山口欽秀議員の人口減少対策に係る子育て支援の観点からの

御質問にお答えをいたします。 

 壱岐市では、安心して子育てができるよう、保育所等の保育環境を整えるとともに、独自の事

業として出産祝い金や医療費の助成など、経済的支援を行っております。 

 まず、出産祝金でございますが、次世代を担う若者の定住を奨励し、家庭における生活の安定

と幸せな地域づくりを進め、市政の繁栄と住民福祉の向上を目的として、お子様を監護する保護

者が第２子以降を出産し、その後引き続き３年以上市内に居住する意思がある場合、出産祝金と

して第２子へ３万円、第３子以降１０万円を支給しております。 

 次に、医療費の助成でございますが、福祉医療制度のうち、乳幼児医療とこども医療において、

乳幼児医療は県併用事業で、生まれてから小学校入学前の乳幼児を対象とし、こども医療は市単

独事業で小中学生を対象に助成を行っているものです。 

 どちらも月別、医療機関別で自己負担があり、１回８００円、２回以上は通算１,６００円を

上限とし、それを超える部分を助成するもので、県下全市町が実施しております。 

 壱岐市では、これに加えて３歳未満の時間内診療の自己負担分を独自に助成しており、この部

分については、完全無償化となっております。これは、県内で壱岐市が初めて平成２１年度から

実施し、五島市が平成２２年度から実施しておりまして、県内では２市のみでございます。 

 こうした独自の事業や各種施策を展開し、子供を育てやすいと思っていただけるまちづくりを

進め、事業内容や子育てに関する情報をホームページや広報紙等を通じてＰＲし、定住促進にも

努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔市民部長（石尾 正彦君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  壱岐市もこれは平成２７年度に少子化対策強化のためのアンケー

トという形で取られた冊子があります。これを見させてもらうと、その壱岐の高校生も、将来

１回大学出ても壱岐に帰って来て仕事をしたいと、そういう希望が６０％を超しているというこ

とですので、そういう期待に応えるような施策が必要かなというふうに思うわけですね。 

 第３次総合計画、これも大きなその分野まで広がって、様々な計画がありますが、主な課題と

して人口問題への対応ということで、大きく２ページ立てであります。この中で、少子化対策で

転入者を増やす、若者の転出率を下げていくと、このようなことが語られていますので、やっぱ

り今言われた施策は重要だなというふうに思うんですが、その中でどうでしょう、これを見られ

たことはありますか。市長、見られたことがありますか。 
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 田舎暮らし、住みたい田舎ベストランキングという、これ年に一度出されているんですけれど

も、壱岐市も載っているんですよ。壱岐市も１万人以上３万人未満の部門のところで、いろんな

アンケート結果というと、何と１５位なんですよ。全国で１５位ですから、僕はすごいなという

ふうに思ってもいいかなと思うんですが、この中のトップ、これは大分県の豊後高田市が３年連

続トップなんですよ。 

 やっぱりこういうトップがなぜみんなから支持されるのか、田舎暮らしということで、いろい

ろ移り住んで生活して、豊後高田市は人口が増えているんですよね、はい。 

 その中で、どこが壱岐と違うんだろうということを見てみると、ほかのところもそうなんです

けども、共通して言えるのは、子育てに対して手厚い支援があると、当然結婚とか、住居とかも

あるんですけども、子育てしやすい環境をどうつくるかということに目配りしているんですよね。 

 若いお母さんたちがそこに来て、子育てをしながら働いていける、そういうところにきちっと

応えているのが、その上位ランクだというふうに思うんですが、そういう面で今度県知事になっ

た大石県知事が、１８歳まで医療費無料にするよと、まさにそれ子育て支援にバッチリ合った支

援だというふうに思うんですけども、そういう意味で、その子育て対策として思い切った子育て

支援というのを考えられたらというふうに提案いたしますが、どうでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  子育てしやすい島というのをやっぱり目指すというのは、大事なことだ

と思っています。今山口議員おっしゃったことも含めて、いろいろ検討させていただきたいと思

っています。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ぜひ検討していただくということで、壱岐市様々な総合計画とか、

いろんなビジョンとか、いろいろ冊子があります。以前の議会で白川市長は、「それは理念だ

よ」というふうに言われましたが、理念ってどういうふうで白川市長言われたか、ちょっといろ

いろ考えましたですが、理念あって、その理念の基に実行して実現すると、そういう理念であっ

ていただきたいなと。 

 その中で、その人口減少の将来展望という形で、まち・ひと・しごと創生ビジョンの中に壱岐

市は、先ほど言われたように雇用の創出するよと、若い世代の就労、Ｕターンを促進するよ、ま

さに言われたとおりです。 

 それから、結婚、妊娠、出産ですね、子育ての希望ある実現をということも書いてあります。

魅力的な島暮らしの環境づくりに移住の促進をと、こういうことで、一応政策的にはやられてい

ることがここに載っていますので、そうだなというふうに納得しながら、やっぱり今足りないの

は、先ほどここで触れましたように、子育て支援をしっかりして、いろんな地域で子育てができ
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て、壱岐で暮らしていける、そういう環境を育てていただきたいと、そういうふうに思うんです

ね。 

 そういう面で、ひとつ注文ですけれども、その保育所の統廃合を言われている。これは、この

ビジョンと逆行するんではないか、そういう思いを強くするわけであります。 

 ぜひこのまま人口が減ったら、農業人口、様々な人口が減ったら、人手不足で大変です。今で

も介護施設でやっぱり人が減って、私の母親なんか週２回入っておったお風呂が１回しか入れな

い、こんな状態が介護施設で生まれたり、それから、農業のほうも高齢者ばっかりで、土地の整

備が大変だと、そういう声が聞こえるわけです。 

 人が減れば売上げも減って、経済力もどんどん落ち込むということですので、やっぱり人をど

う増やすか、人口減少対策ですね、これはもう本当に日本の国のやっぱり課題でもありますし、

壱岐での課題でもありますので、ぜひその抜本的な、地方創生ということでこの間、安倍内閣が

進めてきて、いろんな補助金出ておりますけど、東京一極を是正すると言いながら、結局地方創

生で一極集中を止めることができてないんですね。 

 結局、田舎から東京へ人口が増えていますので、その流れを止めるためには、これまでの発想

を変えていただきたい。その発想が、子育て中心にお金を費やす、それから、お年寄りがいろん

な負担が増える、医療費が増える、介護保険が増えるって、結局消費するお金がなくなっている

わけですね、財布から出す、買物する。 

 そうすると、壱岐のスーパーで買う買物はどんどん減っている、これこそ人口減少の悪循環で

ありますので、消費をどう市民の懐を温めるということでいくと、やっぱり市民に手厚い保障し

ながら、コロナ対策もありますけども、ぜひ市民生活を守るための施策をもっとしていただくこ

とをお願いしまして、一般質問を終わらせていただきます。どうも。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、山口欽秀議員の一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了しました。 

 次の本会議は、明日３月１０日木曜日午前１０時から開きます。 

 一般質問で４名の議員が登壇予定になっています。壱岐市ケーブルテレビ、壱岐ＦＭにて生中

継をいたします。市民の皆様におかれましては、御視聴頂きますようによろしくお願いをいたし

ます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時39分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 




